
 

 

はじめに 
 

文化芸術は、人々の暮らしに潤いと豊かさを与えてくれるだけでな

く、創造力や表現力を豊かにし、人と人とをつなぐ交流を生み出すな

ど、地域の活性化にも大きな役割を果たします。また、文化の持つ力

を観光やまちづくり、福祉、教育、産業振興などに活用することで、

まちの魅力を高めることにもつながります。 

本市においても、恵まれた自然環境や風土、先人が築いた歴史があ

るまちとして、「なると第九」の推進、ドイツとの国際交流、文化展・

市展・芸能祭等の開催による文化振興など、積極的に文化行政に取り

組んでまいりました。 

このたび策定した「第２期鳴門市文化のまちづくり基本計画」では、「文化を楽しむ」「文化で

みせる」「文化をつなぐ」を柱として、多くの方々が文化芸術を通じて、人とまちが豊かになる

交流を促進し、文化のまちづくりを推進する計画としております。とりわけ、次代を担う子ども

たちが故郷の文化や伝統を誇りに感じられるよう、また、本市が持つ誇りある文化を、市内外に

積極的に情報発信できるよう、さまざまな施策を進めてまいります。 

計画の推進にあたりましては、文化芸術の主役である市民の皆様や地元企業、関係団体等の皆

様と連携し、ご協力をいただきながら、文化のまちビジョンに掲げる「文化を通して ひととまち

を育む 誇れるまち なると」を目指して取り組んでまいりたいと考えております。 

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、ご尽力いただきました鳴門市文化のまちづくり

審議会の皆様をはじめ、市民会議や文化芸術に関する市民アンケート調査において貴重なご意見

やご提言をいただきました市民の皆様に、心から厚くお礼を申し上げます。 

 

 

令和 3年 3月 

鳴門市長  泉  理 彦 
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第１章 計画策定にあたって 
 

１ 計画の趣旨 

国においては、国民の心豊かな生活や活力ある社会の実現のために、文化を振興することが極

めて重要であるとし、平成13年（2001年）に「文化芸術振興基本法」が制定されました。平

成14年（2002年）にはこの法律に基づき「文化芸術の振興に関する基本的な方針」が閣議決

定され、市町村においても文化芸術の推進に関する計画を定めることが求められるようになりま

した。平成29年（2017年）には、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業等、文化

芸術に関連する分野の施策を新たに法律の範囲に取り込んだ「文化芸術基本法」に改正され、市

町村の文化芸術の推進に関する計画についても、他分野との連携が求められています。 

加えて、人口減少、地方創生に向けた取組みにおいて、文化芸術活動が地域や人々の活力の源

となり、人づくり・まちづくりを推進していくうえで果たす役割は大きいものがあります。また、

ICT 技術の革新や、IoT の普及、AI の台頭等により労働・生産活動が自動化、効率化される将来

も遠くなく、これからは文化芸術活動がさらに重要になるのではないかという考え方もあります。 

本市においては、平成 19 年（2007 年）４月に施行された「鳴門市文化のまちづくり条例」

に基づき、本市が目指していく「文化のまちづくり」について、基本理念や目標とする将来ビジ

ョン、基本的な考え方等の方針を示した「鳴門市文化のまちづくり基本計画」（以下、第１期計

画という。）を平成20年（2008年）３月に策定し、文化振興のための施策を推進してきまし

た。この度、本市の文化振興に関する施策をより一層充実させ、総合的かつ計画的に推進するた

め「第２期鳴門市文化のまちづくり基本計画」（以下、本計画という。）を策定します。 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、以下の5点に基づいた計画として策定します。 

（１）鳴門市文化のまちづくり条例第7条に基づき、本市の文化施策や文化のまちづくりに関

する事項を定めるものとします。 

（２）本市における文化芸術の将来像（目標の明確化）を確立し、また、策定後 10 年間（令

和３年（2021年）度～令和12年（2030年）度）の基本的な方向性を示します。 

（３）国や県の施策と整合性を持たせ、「第６次鳴門市総合計画」等の既存の関連計画との整

合及び本市の実情に即した計画とします。 

（４）次世代の文化芸術を担う人材や市民の文化芸術に対する関心を高め、心豊かな人材を育

てる計画とします。 

（５）人口減少時代において、文化芸術活動が地域の活力の源となり、人づくり・まちづくり

のきっかけとなるような計画とします。  



2 

○ 本計画の位置づけ（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の推進 

鳴門市の 10年後の将来像 

文化芸術基本法（国） 

（地方公共団体の義務） 

第４条 地方公共団体は、自主的かつ主体的

に、その地域の特性に応じた施策を策定し、

及び実施する義務を有する。 

 

（地方文化芸術推進基本計画） 

第７条の２ 文化芸術の推進に関する計画を

定めるよう努めるものとする。 

文化芸術推進基本計画（国） 

（平成３０年３月策定） 

徳島県文化芸術推進基本計画 

（令和元年７月策定） 

第６次鳴門市総合計画 

（平成2４年３月策定） 

●将来都市像 

結びあう絆が創る 笑顔と魅力うずまく鳴門 

●基本目標 

1 うきうき 活力と魅力あふれる まちづくり 

2 ずっと笑顔で 生きがい感じる まちづくり 

3 しっかり安心・快適 住み良い まちづくり 

4 おおきく躍動 みんなで創る まちづくり 

鳴門市文化のまちづくり条例 

（平成１９年４月施行） 

●目的 

鳴門市文化のまちづくりを推進するに当たって

の基本理念を定め、市の責務及び市民等の役割

を明らかにするとともに、文化のまちづくりに

関する施策の基本となる事項を定めることによ

り、文化施策を総合的かつ計画的に推進するこ

とで、暮らしの中で文化と想像が息づき、豊かで

活力ある本市の未来を拓くことを目的とする。 

第２期 鳴門市 

文化のまちづくり基本計画 

（令和３年３月策定） 

●中長期的な鳴門市の文化芸術

を推進する計画を策定。 

●計画期間は令和３年度～令和

12年度の10年間 
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３ 計画の期間 

本計画は、令和３年（2021年）度から12年（2030年）度までの10年間の計画とします。 

なお、文化芸術を取り巻く社会情勢の変化や計画の進捗により、必要に応じて見直すものとし

ます。 

 

 

 

 

 

４ 対象となる文化芸術の範囲 

本計画における文化芸術の範囲は、原則として「文化芸術基本法（第８条～第 14 条）」に規

定されているものを対象とし、本市の実情に即したものとします。 

 

○ 「文化芸術基本法」における文化芸術の対象 

分 野 範 囲 

芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術 

メディア芸術 映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子機器等を利用した芸術 

伝統芸能 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他我が国古来の伝統的な芸能 

芸能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋その他の国民的娯楽 

出版物等 出版物及びレコード等 

文化財等 有形及び無形の文化財並びにその保存技術 

地域における文化芸術 
地域における文化芸術の公演、展示、芸術祭等への支援、地域固有の伝統芸能及び

民俗芸能 

 

【参考】文化芸術基本法 第２条第10項 

 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術により生み出される様々な価値を

文化芸術の継承、発展及び創造に活用することが重要であることに鑑み、文化芸術の固有

の意義と価値を尊重しつつ、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関

連分野における施策との有機的な連携が図られるよう配慮されなければならない。  

計画期間  令和３年（2021年）度 ～ 令和 12年（2030年）度 
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５ 本市の文化芸術にかかわる地域特性 

本市は、瀬戸内の温暖な気候と豊かな自然環境のもと、農・水産物に恵まれ、長年にわたり日

本の政治、経済、文化の中心地であった近畿圏にとって重要な食料供給地となってきました。さ

らに、古くから九州、中国、四国各方面への交通の要衝であり、人、もの、情報、技術、文化等が

盛んに往来してきた歴史があります。 

「鳴門の渦潮」に代表される美しい自然景観は、全国の文化人を魅了し、絵画や詩歌、小説、

随筆等、多くの文化芸術作品を世に生み出してきました。 

また、本市は四国八十八箇所巡礼の出発点でもあることから、心の安らぎを求める人々が全国

から集まる土地であり、地元の人々にも、巡礼者（以下、お遍路さんという。）を温かく迎え、も

てなす「お接待の心」が根付いています。こうしたお遍路さんを題材とした人形浄瑠璃等の独特

の芸能も発展しました。 

さらに、第一次世界大戦時、現在の大麻町にあった板東俘虜収容所において、収容所長の松江

豊壽をはじめ職員がドイツ兵捕虜を人道的に処遇し、世界でも類を見ない自由な環境のもと、地

域住民との交流も活発に行われました。ドイツ兵は西洋の優れた文化や技術を伝えましたが、そ

の中でも、楽団を編成しての西洋音楽の演奏会が盛んに行われ、大正７年（1918年）にはベー

トーヴェンの「第九」交響曲がアジアで初めて全曲演奏されました。 

この史実にちなみ、本市では市民の手による「第九」演奏会を昭和57年（1982年）から毎

年開催し、全国各地からも参加者が集まる本市固有の文化交流行事として発展を続けているとと

もに、初演から 100 周年を迎えた平成 30 年（2018 年）には記念演奏会や記念イベントが開

催されるなど、「第九」は本市にとってかけがえのない文化資産となっています。 

一方、ドイツ兵との交流が縁となり、昭和49年（1974年）にドイツ・リューネブルク市と

姉妹都市盟約を締結して以来、毎年親善使節団を交互に派遣するなど、市民参加の国際交流が続

いています。 

また、旅行番組の取材や本市を舞台にした映画やドラマが制作されるなど、変化に富んだ自然

環境や遍路文化、国際交流、地方都市としての生活文化は、現代の若い世代もターゲットとした

映像芸術に対しても訴える魅力を有しています。近年では、修学旅行の目的地としても本市が認

識されるようになり、若い世代に本市を訪れてもらう機会が増加してきました。 

本市が誇る自然、文化、歴史等の魅力ある文化的資産を「なると文化」として、保存、活用、継

承し、広く情報発信していく施策を推進しています。 
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第２章 文化振興の現状と課題 

本市の文化振興の現状と課題については、第１期計画期間中における本市の文化事業の取組み

をもとに、「文化芸術に関する市民アンケート調査」や市民公募による「鳴門市文化のまちづく

り市民会議」等の意見を参考にしながら、現在の本市の文化的環境や、文化施設、交流活動等の

状況に基づき検討を行いました。 

 

１ 文化事業の取組み概要 

第1期計画期間中における文化事業の取組み概要については以下のとおりです。 

● 文化部門 

１．市民が参加・体験する機会づくり  

(1)市民が参加できる文化行事の開催 

●鳴門市文化展の開催【毎年5月頃】 

第１期計画に基づいて定められた「文化月間」の事業

として、鳴門市文化協会と市の主催で開催。文化展では、

日本画、洋画、版画、きりえ、水彩画、絵手紙、写真、

書道、俳画、剪紙等の作品や市民劇場の活動紹介に加え、

文芸作品の俳句、短歌、川柳を展示している。 

 
 

●鳴門市展の開催【毎年10月頃】 

日常生活における文化芸術活動の成果を発

表する機会を提供することにより、市民文化の

創造・発展に寄与することを目的に鳴門市文化

協会と市の主催で開催している。市展には、華

道、陶芸、手芸、表装、トールペイント、ファ

ッション、染色、グラスアート、押し花、フラ

ワーデザイン、洋画、日本画、書道等の芸術作

品が数多く出品される。毎年、お茶会等の実演・

体験コーナーも設けている。 

 

 

●鳴門市芸能祭の開催【毎年11月頃】 

市民の文化芸能の発表の場を設け、文化芸術の振

興を図ることを目的に鳴門市文化協会と市の主催で

開催している。本市の芸能が一堂に会する祭典であ

り、吟詠、合唱、大正琴、邦楽、洋楽、健康体操、ダ

ンス、ストリートダンス、バレエ、フラダンス、日本

舞踊、民踊等、鳴門市文化協会所属の団体が出演し、

日頃から練習で磨いてきた芸能を披露している。 
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●「なると市民文芸」の発刊【毎年3月】 

市民の文芸に対する関心を高めるとともに創作

活動を積極的に推進することを目的に鳴門市文化

協会と市が発刊している。小説、現代詩、随筆、俳

句、子ども俳句、短歌、子ども短歌、川柳を市民か

ら広く募集している。また、霊山寺、極楽寺、渦の

道の3か所に投句箱を設置し、観光俳句として募

集している。 

令和 2年（2020年）度には50号発刊の記念

として、市民文芸の 50 年のあゆみの掲載や「私

の50年」をテーマとした随筆を募集した。 

 

 

●鳴門市民ギャラリーの開催【通年】 

平成 12年（2000年）から、市役所本庁

舎2階に市民ギャラリーコーナーを開設して

いる。鳴門市文化協会所属の団体が2週間ご

とに作品を入れ替えて展示を行うほか、「な

るとの第九」に関する展示や、リューネブル

ク市との姉妹都市交流に関する展示を行うな

ど、スペースを有効活用して、市の文化事業

等のＰＲも行っている。展示の様子はテレビ

広報なるとでも放映されている。 

 

 

 

(2)文化芸術に親しむ講座の実施 

●市民文化講座の開設【通年】 

余暇の効果的な活用と文化芸術活動に関

する基礎的な学習機会を提供することによ

り、潤いのある豊かな心の醸成を図り、市民

文化の向上発展に寄与することを目的に開

設されている。俳句、短歌、川柳、民踊、大

正琴、こども邦楽、染色、トールペイント、

墨絵、俳画、きりえ、水彩色えんぴつ、こど

も絵画、絵てがみの 14 講座を開設し、約

250人の市民等が受講している。 
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(3)高度な文化芸術に接する機会の提供 

●「第九」アジア初演100周年記念事業 

～ よみがえる「第九」演奏会【平成30年（2018年）】～ 

「第九」アジア初演 100 周年を記念して、

100 年前に演奏された同日同時刻にドイツ館

前で「第九」演奏会を開催した。 

演奏は、古楽器を使用した演奏等に取り組む

テレマン室内オーケストラで、合唱とソリスト

は当時の演奏に合わせ、全員男性で行った。暗

がりの中に浮かぶステージは、まさに 100 年

前の初演が“よみがえる”ような幻想的な演奏

会となった。 

 

 

●「第九」アジア初演100周年記念事業 

～第 37回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会【平成30年（2018年）】～ 

「第九」アジア初演 100 周年記念事業とし

て、指揮者に姉妹都市ドイツ・リューネブルク

市立劇場の音楽監督、トーマス・ドーシュ氏を

招聘し、徳島交響楽団の演奏に合わせて、ドイ

ツ、アメリカ、中国、日本の4か国から集まっ

たコーラスによる合同演奏会を開催した。ドイ

ツ兵捕虜の子孫の方も舞台に立ち、2日間開催

した。 

 

 

 

(4)産学官の連携による文化芸術活動の機会づくり 

●文化創造ワークショップ（N*CAP）の実施【年5回】 

子どもたちがアートと出合い、発見する喜び、

表現する楽しさを体感するプログラムとして、本

市と鳴門教育大学が連携した年 5 回のワークシ

ョップを鳴門教育大学等で実施し、多くの市内小

学生が参加している。 

※N*CAP（エヌ・キャップ） 

鳴門（Naruto）の地で、子どもたち(Children)が芸術（Art）

に出合い、ふれあい遊ぶことを通して、学びを深めていく

空間（Park）をつくろうという取組みの略称。  
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(5)子どもたちが文化に触れる機会及び交流の場の提供 

●学校教育における「なると第九」学習の推進【通年】 

・市内の全小学校を対象に講師を派遣し、歴史的背景

の学習及び原語での「第九」合唱指導 

・ドイツ館やドイツ村公園周辺の現地研修 

・各学校における自主的な学習発表会の実施 

・小学校の音楽部会、教育研究総合部会、道徳部会で

の現地研修 

・徳島県中学校道徳教育研究会による教材の制作 

 

 

 

●「第九」アジア初演100周年記念事業 

～子どもと大人のベートーヴェン「第九」交響曲演奏会【平成30年（2018年）】～ 

  「第九」アジア初演100周年記念事業の幕開けと

して開催し、大人とともにコーラスには市内 4 校の

小学 6 年生の児童の皆さんが、オーケストラには徳

島交響楽団ジュニアオーケストラの皆さんが参加し、

「第九」の心地良いハーモニーを奏でながら力強く

歌い上げると、会場を埋めた約1,200名の聴衆から

の大きな拍手が響き渡った。 

 

 

 

(6)文化情報の収集と発信 

●鳴門市文化協会40周年記念誌発刊 

 

平成 23年（2011年）12月で創立40周年を迎えた鳴門市文

化協会が、「鳴門市文化協会創立40周年記念誌」を発刊した。記

念誌発刊により、加盟団体の交流や連携を図るとともに、新しく文

化活動に参加してみたいと思われた市民の皆さんへの情報提供に

も活用している。 

令和 3年（2021年）には、創立50周年を迎えるため、記念

講演会の開催や記念誌の発刊を予定している。 
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２．文化芸術活動の拠点施設等の充実  

(1)文化会館の充実 

●鳴門市文化会館の指定管理導入【平成24年（2012年）度より】 

指定管理者制度を導入。舞台の管理運営ができる民間事業者に委託することで、財政負担

の軽減とともに、民間のノウハウを生かした積極的な営業活動や機敏かつ柔軟な運営による

稼働率の向上、さらには指定管理者の創意工夫による自主事業の充実を図る。 

 

●鳴門市文化会館のあり方の検討 

文化会館は、昭和57年（1982年）に建築家の増

田友也氏の設計により建設されてから、築 38 年が経

過。耐震性の不足及び設備の老朽化に対応するため、

整備の方針やスケジュールを検討した結果、令和3年

（2021年）4月から休館し、耐震化に向けた検討を

進める方針とした。 

 

 

３．文化芸術活動を支える取組み  

(1)文化芸術活動を側面から支援する仕組みづくり 

●市民文化活性化サポート事業（音響機器等の貸出し）【通年】 

市文化交流推進課では市民文化活性化サポート事業として、市

民が主催する各種文化イベントへのサポートを拡充し、市民文化

の活性化を図るため、音響、照明、映像等、17 種類の機器を貸

し出している。機器は、市内に居住する方または市内の団体等が

主催する営利目的ではない事業において使用されている。 

 

 

４．特色ある「鳴門文化」の発掘・創造と発信  

(1)鳴門に息づく文化芸術の発掘と創造 

●「四国遍路」の世界遺産登録の推進【平成21年（2009年）度より】 

「四国遍路」の世界遺産化に向けて四国四県と関係

市町村で世界遺産登録推進協議会をつくり、取組みを

行っている。本市については、撫養街道、霊山寺、極楽

寺が主な対象資産となっている。 

平成 27年（2015年）度に日本遺産に登録された

ことにより、世界遺産化の機運も高まり「四国遍路」

の魅力発信や環境整備等に、より一層力を入れている。 
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●「板東俘虜収容所関係資料」のユネスコ「世界の記憶」登録の推進 

徳島県、ドイツ・ニーダーザクセン州、リューネブルク市、鳴門市の４者共同で「板東俘

虜収容所関係資料」のユネスコ「世界の記憶」登録申請に向け、事業を進めている。 

ユネスコ「世界の記憶」とは、人類史上忘れ去られてはならない貴重な記録を取り上げる

事業。「板東俘虜収容所関係資料」は、戦争を体験した人々が人権尊重の大切さを知り、平

和への願いを後世に伝えるもので、未来に大きな希望を与えるものとして登録申請する意義

が大きいと考え、700点以上の資料を申請予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「なると第九」教育旅行誘致事業【令和元年（2019年）度より】 

ドイツ館や板東俘虜収容所を中心とする「なると第九」関連地やそのほかの観光地を平和

学習や体験学習に結びつけ、関東及び関西圏方面からの修学旅行生をターゲットに旅行業者

を通じて誘致を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)鳴門市文化月間 

●鳴門市文化月間【毎年5月15日から1か月間】 

  鳴門市文化のまちづくり条例に基づき、平成20年（2008年）より鳴門市置市記念日（5

月15日）からの1か月間を「鳴門市文化月間」と定め、市内で一斉に文化が花咲く月間と

して、「鳴門市文化展」や「ベートーヴェン『第九』交響曲演奏会」の開催を中心に、その他

さまざまな協賛イベントを募集し情報提供を行っている。 

  

「第九」初演のプログラム 地元民とオーケストラ 『鉄条網の中の４年半 スケッチ集』 



11 

● 交流部門 

１．交流のひとづくり  

(1)市民参加、市民主導の交流事業の推進 

●ドイツ・中国文化講座とドイツ語・中国語講座 

歴代のドイツ人国際交流員・中国人国際交流員によるドイツ文化やドイツ語に関する講座

または中国文化や中国語に関する講座を実施。 

 

●ブログによる情報発信【令和元年（2019年）度より】 

ドイツ人国際交流員・中国人国際交流員がドイツ語、中国語、日本語で本市の紹介や日独

交流事業、母国の紹介等を記事にしてブログに掲載。 

 

●外国人に対する日本語講座 

鳴門教育大学大学院生が市内在住の外国人のために日本語講座を実施。 

 

●姉妹都市リューネブルク市との親善使節団の相互派遣【昭和49年（1974年）より】 

ドイツの姉妹都市リューネブルク市と使節団の相互派遣を行っており、本市からは鳴門日

独友好協会会員はじめ市民が2年に一度リューネブルク市を訪問している。 

 

●親善使節団員募集の事前説明会を開催【平成21年（2009年）度より】 

団員の新規参加者を増やし、交流人口をさらに増加させるため、使節団員募集の際に事前

説明会を実施し、旅行の内容だけでなく、姉妹都市交流について説明をする場を設けている。 

 

●親善使節団の相互訪問に関する写真展 

交流活動に参加していない人にも姉妹都市交流を知ってもらうため、使節団訪問の写真展

を開催。 
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●鳴門日独友好協会の姉妹都市交流への参加 

市民レベルの姉妹都市交流を担っている鳴門日独友好協会は、リューネブルク市から使節

団が来鳴した際には、協会主催の夕食会を開催したり、ホストファミリーとして使節団員を

家庭に招いたり、積極的に市民交流の場を設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民主体の交流活動の機会創出【平成24年（2012年）】 

第 19 回リューネブルク市親善使節団の来鳴時に、市民主体の交流昼食会をドイツ館で実

施。地元住民が中心となって準備を行い、使節団員との交流の場となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)ボランティアの育成 

●使節団受入時の通訳、ホストファミリーのボランティア 

リューネブルク市親善使節団受入時に、通訳とホストファミリーのボランティア募集を行

っている。 

 

●観光ボランティアガイド養成講座の開催及び観光ボランティアガイドによる観光案内 

毎年観光ボランティアを養成しており、ボランティアガイドの派遣回数が増え、多くの観

光客から好評を得ている。 
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(3)教育交流の推進 

●親善使節団に青少年枠を設置【平成25年（2013年）度より】 

姉妹都市交流の未来に向けた架け橋となることを期待し、平成25年（2013年）度から

新たに、青少年使節団の枠を設け、市の補助金を活用した中高生が両市の交流に参加してい

る。青少年は滞在中、1人1家庭でホームステイを行い、ホストファミリーと一緒に現地の

学校に通う。また、週末には、バーベキューやパーティー、郊外への小旅行等を楽しみ、密

度の高い交流を深めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●鳴門高校／リューネブルク市内学校間での交換留学 

リューネブルク市内の生徒を鳴門高校で交換留学生として受け入れている。平成 30 年

（2018年）には、2名の交換留学生が3か月間鳴門高校に通学。また、本市からは1名の

卒業生がリューネブルク市に留学。 

 

 

●市内学校へ国際交流員の派遣 

市内の学校からの要望に応え、各種授業の講師としてドイツ人国際交流員・中国人国際交

流員を派遣している。 
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２．交流のものづくり  

(1)ドイツ館の充実 

●一体的な文化と観光の交流拠点として 

昭和 47年（1972年）に建設されたドイツ館は、平成5年（1993年）に移転、新築さ

れ、本市における国際交流の拠点として活用されている。近隣には、板東俘虜収容所跡地で

あるドイツ村公園「菩提樹の森」が平成22年（2010年）に開園しており、日独交流の歴

史を感じる市民の憩いの場として活用されている。また園内にある慰霊碑には、国内外から

多くのゲストが献花に訪れ、跡地を見学しながら史実を学んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●板東俘虜収容所に関する資料収集や調査研究・発表 

板東俘虜収容所資料のユネスコ「世界の記憶」登録へ向けて4者共同申請協定書（徳島県、

ドイツ・ニーダーザクセン州、リューネブルク市、鳴門市）に調印し、共同で調査、研究、講

演会、啓発活動に取り組んでいる。 

 

●ドイツゆかりの企画展等のイベント 

指定管理者の企画により、ドイツに関する展示、ドイツのワインやビール、食べ物に関す

るイベント、コンサート等が年間を通じて開催されている。 

 

 

(2)交流環境の整備 

●外国語パンフレットの作成 

外国語パンフレット（ドイツ語、英語、中国語等）を作成し、広く広報を行っている。 

 

●ウェブサイトの多言語化 

市公式ウェブサイトの自動翻訳（ドイツ語、英語、中国語等）機能整備等、外国人の受け

入れ環境の整備に努めている。 

 

●ドイツ館ニーダーザクセン州展示コーナーのリニューアル【平成26年（2014年）度】 

ドイツ館1階のニーダーザクセン州コーナーのリニューアルを行った。 
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(3)文化芸術交流の推進 

●リューネブルク市との絵画交流 

双方のまちで互いの絵画を展示する絵画交流が、リューネブルクパレッテ会と本市「日独

絵画交流協会」により続けられている。 

 

 

●リューネブルク市青少年と本市青少年による絵画交流【平成26年（2014年）度】 

姉妹都市盟約締結 40 周年を記念し、青少年による絵画交流を実施。本市に住む子どもた

ちがリューネブルク市の子どもたちに見せたい自分の街の風景やモノの絵を描き、リューネ

ブルク市の子どもたちは反対にリューネブルク市の風景やモノの絵を描き、双方の街で展示

を行った。 

 

 

●本市や日本の伝統文化をリューネブルク市民が体験 

リューネブルク市親善使節団の来鳴時に、大谷焼絵付けとわんわん凧制作の体験等を行い、

リューネブルク市民に本市や日本の伝統文化を知ってもらう良い機会となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国内親善都市会津若松市との市民団相互派遣 

会津若松市「会津まつり」へ本市の市民団を派遣し、また、本市への派遣団の受け入れ等、

国内交流都市とも活発な交流を行っている。 
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２ アンケート調査結果の概要 

 

１ 調査概要 

●  調査対象者：市内にお住まいの18歳以上の方 

● 調査票配布数：2,000人を無作為抽出 

● 調 査 期 間：令和2年（2020年）1月 20日から2月7日まで  

● 調 査 方 法：郵送による配布・回収（無記名で回答） 

 

配布数 回答数 有効回答数 有効回答率 

2,000件 555件 555件 27.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

■性別 

■年齢 

男性 女性 その他 不明・無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【凡例】

(％)

39.8 58.7 0.0 1.4 （N=555）

1.4 

4.3 

8.6 

15.3 

11.9 

24.5 

22.9 

10.1 

0.9 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明・無回答

（N=555)

(％)
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２ 結果概要                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

文化芸術の価値 
「非常に大切」が 20.5％、「ある程度大切」が 55.9％となっ

ており、文化芸術は大切だと考える人は76.4％となっています。 
  

  

お住まいの地域で 

行っている活動 

「地域活動はしていない」が51.5％と約半数を占めており、次

いで「美術や音楽などの芸術を鑑賞している」が17.7％、「ス

ポーツ活動に参加している」が12.3％となっています。 
  

12.3 

8.6 

4.0 

4.9 

8.1 

10.8 

3.6 

2.2 

9.2 

6.1 

17.7 

5.2 

51.5 

2.3 

 0.0  20.0  40.0  60.0

スポーツ活動に参加している

音楽や美術など、文化的な

活動に参加している

子育て支援にかかわっている

高齢者や障がい者福祉に

関する活動にかかわっている

防災・防犯に関する活動にかかわっている

地域の環境美化活動等に参加している

コミュニティセンターや暮らしのサポート

センターの活動にかかわっている

市内で活動するNPO活動にかかわっている

幼稚園・保育園・小学校などのＰＴＡ・

保護者会活動にかかわっている

地域のお祭りに神輿の担ぎ手や芸能の

演者として参加している

美術や音楽などの芸術を鑑賞している

その他

地域活動はしていない

不明・無回答

（N=555）
(％)

非常に大切
ある程度

大切

あまり

大切ではない

まったく

大切ではない
わからない 不明・無回答

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

【凡例】

(％)

20.5 55.9 5.6 1.4 15.0 1.6 (N=555)
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この一年間、文化芸術活

動を行った主な場所 

「活動しなかった」が61.3％と約６割を占めており、次いで「鳴

門市外」が15.7％、「鳴門市内」が15.3％となっています。 
  

  

文化芸術活動を行うき

っかけ 

「以前から興味があったから」が52.3％と約５割を占めており、

次いで「知人に誘われたから」が23.8％、「公演や展覧会を鑑

賞して」が15.7％となっています。 
  
  

文化芸術活動を行わな

い（できない）理由 

「時間的余裕がない」が40.0％と約４割を占めており、次いで

「文化芸術活動に興味がない」が27.9％、「活動に関する情報

がない」が23.2％となっています。 
  

鳴門市内 鳴門市外 活動しなかった 不明・無回答

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【凡例】

(％)

15.3 15.7 61.3 7.7 （N=555）

40.0 

27.9 

19.4 

13.5 

9.1 

16.2 

23.2 

7.6 

2.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0

時間的余裕がない

文化芸術活動に興味がない

活動する仲間がいない

身近に教室 講座がない

近隣で活動できる場所がない

金銭的な理由

活動に関する情報がない

その他

不明・無回答

（N=340)
(％)

23.8 

52.3 

11.0 

15.7 

6.4 

6.4 

9.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0

知人に誘われたから

以前から興味があったから

家族など近親者が活動していたから

公演や展覧会を鑑賞して

なんとなく

その他

不明・無回答

（N=172)
(％)

■文化芸術活動を行うきっかけ 

（「鳴門市内」「鳴門市外」と回答） 

■文化芸術活動を行わない 

（できない）理由 

（「活動しなかった」と回答） 
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この一年間の文化 

芸術鑑賞 

「鑑賞しなかった」が48.5％と５割弱を占めており、次いで「鳴門

市外で鑑賞した」が19.1％、「鳴門市内で鑑賞した」が15.5％と

なっています。 
  

  

文化芸術を鑑賞しな

かった（できなかっ

た）理由 

「時間的余裕がない」が42.8％と約４割を占めており、次いで「文

化芸術に興味がない」が 28.6％、「鑑賞できる公演や展覧会がな

い」が19.3％となっています。 

  

鳴門市内で鑑賞した 鳴門市外で鑑賞した どちらも鑑賞した 鑑賞しなかった 不明・無回答

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

【凡例】

(％)

15.5 19.1 9.2 48.5 7.7 （N=555)

42.8 

28.6 

10.0 

17.5 

19.3 

15.2 

4.1 

1.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0

時間的余裕がない

文化芸術に興味がない

入館料等が高い

会場が遠い、交通の便が悪い

鑑賞できる公演や展覧会がない

身体的な理由

その他

不明・無回答

（N=269)
(％)

■文化芸術を鑑賞しなかった

（できなかった）理由 

（「鑑賞しなかった」と回答） 
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文化芸術活動や鑑賞

を行う目的 

「自分の趣味、余暇を楽しむため」が 68.8％と約７割を占めてお

り、次いで「自分の教養を高めるため」が27.4％、「交流を広げる

ため」が14.4％となっています。 
  

  

文化芸術活動の参

加・鑑賞頻度 

「年に数回程度」が37.3％と最も高く、次いで「活動していない」

が35.1％、「月に１～２回」が9.7％となっています。 
  

27.4 

68.8 

7.4 

14.4 

4.5 

3.8 

19.1 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

自分の教養を高めるため

自分の趣味、余暇を楽しむため

家族、親族などのため

交流を広げるため

仕事に役立てるため

その他

不明・無回答

（N=555)
(％)

ほぼ毎日 週に１～２回 月に１～２回 年に数回程度 活動していない 不明・無回答

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

【凡例】

(％)

1.4 7.6 9.7 37.3 35.1 8.8 （N=555)
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鳴門市が文化的なま

ちであるために必要

なこと 

「美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち」が50.1％

と 5割を占めており、次いで「高齢者や障がい者も垣根なく、安心

して豊かに暮らせるまち」が49.2％、「子どもが文化に触れ、心豊

かに成長できるまち」が47.7％となっています。 
  

50.1 

19.8 

32.1 

33.5 

20.2 

13.9 

11.2 

25.0 

47.7 

49.2 

45.0 

2.7 

2.7 

 0.0  20.0  40.0  60.0

美術や音楽を身近に鑑賞・

活動できる場所があるまち

新しい文化に触れられる場所があるまち

歴史や文化・芸術が町並みにとけ込み、

自然に文化芸術に触れられるまち

伝統的な文化が大切にされ、

継承されているまち

自分好みのお店やスポットがあるまち

アーティストやクリエイターなど、

創造的な市民などがいるまち

多様なバックグランドを持つ

市民を受け容れ、共生するまち

地域コミュニティの活動が活発で、

引き継がれていくまち

子どもが文化に触れ、

心豊かに成長できるまち

高齢者や障がい者も垣根なく、

安心して豊かに暮らせるまち

身近に自然・歴史が感じられ、

市民が大切にしているまち

その他

不明・無回答

（N=555)
(％)
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鳴門市の文化的な事

業や歴史等について

の認知度 

【①ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会の開催】【④ベートーヴ

ェン「第九」アジア初演の地】【⑦「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登

録への取組み】で『認知している』（「よく知っている」「知って

いる」「聞いたことがある」の合計）が９割以上となっています。 

一方、【③鳴門市文化月間（5月15日から1か月間）】【⑧ドイ

ツ語講座・中国語講座・市民文化講座】【⑩鳴門再発見子どもバス】

【⑪美術と工作で遊ぼうN＊CAP】においては、「知らない」が５

割以上と認知度が低くなっています。 
  

よく知っている

32.3 

13.3 

2.9 

45.2 

16.9 

20.2 

22.7 

1.6 

14.8 

3.1 

4.1 

知っている

51.2 

33.9 

10.6 

35.3 

33.7 

42.0 

45.6 

14.1 

42.0 

9.5 

8.5 

聞いたこと

がある

11.2 

25.2 

24.5 

10.1 

25.9 

23.8 

22.3 

26.5 

21.4 

17.1 

12.6 

知らない

3.2 

24.3 

56.9 

6.8 

20.7 

11.9 

6.7 

54.6 

19.1 

66.8 

71.2 

不明・無回答

2.2 

3.2 

5.0 

2.5 

2.7 

2.2 

2.7 

3.2 

2.7 

3.4 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【凡例】（N=555)

①ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会の開催

②文化展・市展・芸能祭・なると市民

文芸等の鳴門市文化協会の活動

③鳴門市文化月間（5月15日から1か月間）

④ベートーヴェン「第九」アジア初演の地

⑤「板東俘虜収容所関係資料」

ユネスコ世界の記憶登録への取組み

⑥「四国八十八箇所霊場と遍路道」

世界遺産登録への取組み

⑦「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録への取組み

⑧ドイツ語講座・中国語講座・市民文化講座

⑨鳴門のまつり

⑩鳴門再発見子どもバス

⑪美術と工作で遊ぼうN＊CAP

(％)
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鳴門市

パブリック
コメント

市民会議

市民
アンケート

３ 鳴門市文化のまちづくり市民会議の概要 

 

１ 実施概要 

市民会議は、本計画を策定するにあたり、本市が目指すべき「活力ある文化的なまち」につい

て意見交換を行い、今後の文化施策や方針に市民の意見を広く取り入れることを目的として、市

民委員を公募して開催しました。計画の審議等を行う「鳴門市文化のまちづくり審議会」と市民

の方が意見交換を行う「市民会議」、計画の実施主体である「鳴門市」が連携して検討を進めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※延べ参加者数 21人   

回 日  時 内     容 

第１回 

令和 2 年（2020 年）7 月 6 日 

18：00～ 

うずしお会館 

・鳴門市の現状について 

①文化のまちづくり条例・第１期計画について 

②鳴門市の文化事業の取組み 

・意見交換：鳴門の魅力について 

第２回 
令和２年（2020 年）9 月 5 日 

13：00～ 

・鳴門再発見バスツアー 

（文化会館・岡崎～ドイツ村公園・ドイツ館） 

・意見交換：今後の課題について 

第３回 

令和２年（2020 年）10 月 16 日 

18：00～ 

ボートレース鳴門ROKU 

・まとめ 

・グループワーク：課題解決に向けて 

・発表 

意 見 計画への提言 

市民の意見 

公募 

文化のまちづくり 

審議会 

専門 

家 

答申 諮問 

意見の反映 計画の策定 
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第１回 鳴門市文化のまちづくり市民会議 
 

令和２年（20２0年）７月６日（月）午後６時から午後８時まで、うずしお会館（旧地場産業

振興センター）第２会議室において「第１回鳴門市文化のまちづくり市民会議」を開催しました。 

新型コロナウイルスの感染予防のため、マスクの着用や手指の消毒、換気等を行いながらの会

議となりました。 
 

●20歳代から70歳代までの市民委員が参加 

公募により選任された 20 歳代から 70 歳代

までの幅広い年代の方々に参加していただきま

した。 

まずは、本市の現状を知っていた

だくため、事務局から「まちづくり

市民会議」の位置づけや計画につい

ての説明と、本市の文化事業の取組

みについての報告を行いました。 
 

●意見交換 

一人ずつ自己紹介を行ったあと、グループに分か 

れ、２つのテーマについて意見交換を行いました。 

【テーマ】 

①「鳴門」の魅力 

～私が知ってる「鳴門」文化のいいところ～ 

②理想のまちとは？ 

～こんな文化的なまちにしたい！～ 
 
 
 

●グループごとに意見を発表 

テーマごとに、それぞれのグループで話し合いの内容をまとめて発表しました。 

「市民が鳴門に魅力を感じて、活力ある生活ができる環境を整え、それを外に向けて発信し

ていく。」や、「若い人たちが鳴門の食文化をはじめ伝統文化にふれたり、地元の子どもたち

が鳴門の文化を学べたりする機会や場所をつくる。」など、すでにある本市の魅力を生かすた

めの情報発信や若者や子どもたちが故郷を誇りに思えるような環境づくりが必要との意見が出

されました。 

 

 

 

  



25 

第２回 鳴門市文化のまちづくり市民会議「鳴門再発見バスツアー」 
 

令和２年（2020年）９月５日（土）午後１時から、「第２回鳴門市文化のまちづくり市民会

議『鳴門再発見バスツアー』」を開催しました。台風１０号が接近しており天気が心配でしたが、

当日は晴天に恵まれ、撫養町岡崎から大麻町のドイツ館までのコースを「なると観光ボランティ

アガイド会」野口会長の案内で、本市の歴史ある町並みをめぐりました。 
 

●岡崎～撫養街道 

まず、鳴門市文化会館を見学したあとバスに乗

車し、阿波の５街道のひとつである「撫養街道」

の出発点、岡崎からスタートしました。 

「撫養街道」は、岡崎から三好市池田町まで続

く全 85 ㎞で、江戸時代に阪神方面から淡路島を

経て阿波に入る玄関口として栄えた「撫養港（岡

崎）」や街道沿いに残る古い町並みを見ながら、

当時の様子や歴史をお話していただきました。 

●ドイツ村公園・ドイツ館 

ドイツ村公園では、板東俘虜収容所跡地を散策し、今も残る給水所跡、製パン所跡、慰霊碑

等を見学しました。当時のドイツ兵の暮らしやドイツとの交流の経緯等の説明を受けました。 

また、ドイツ館では、第一次世界大戦中の貴重な資料や歴史について、館長とドイツ人国際

交流員の案内で館内を観覧しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●意見交換会 

最後にドイツ館大会議室で意見交換会を行いま 

した。今回のバスツアーに参加した感想を発表し、 

鳴門の魅力を文化として、また、観光等の資源 

として生かすための課題について話し合いました。 

【感想】 

・ずっと鳴門に住んでいるのに、初めて知ったこ 

とがたくさんあった。 

・誇りにできる文化や歴史があることをもっと市 

民や子どもたちに広める必要があると感じた。  
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第３回 鳴門市文化のまちづくり市民会議 
 

最終回となる「第３回鳴門市文化のまちづくり市民会議」は、令和２年（2020年）10月 16

日（金）午後６時から、ボートレース鳴門の地域開放型施設「ＲＯＫＵ」において開催しました。 

 

●「新なると文化」のまちづくりプロジェクト 

第１回、第２回の市民会議を踏まえ、市民会議委員それぞれが３つの課題についてのアイデ

アをシートに書き出していきました。理想とする「鳴門」を実現するために、①「行政」が取り

組むこと、②「地域」で取り組むこと、③「市民」が取り組むことなどを個別に考えました。 

【課題１】未来に誇れる「鳴門」のテーマを考える 

【課題２】理想とする10年後の鳴門とは？ 

【課題３】実現するために自分たちができることは？ 

 

●グループ討議 

次に、個人で考えたアイデアを全員で発表し、それぞれに出した提案についてグループに分

かれて意見交換を行いました。 

具体的な取組みや活動、課題について話し合い、歴史、教育、健康等のさまざまな分野の幅

広い意見が出るなど、活発な意見交換となりました。 

 

●成果発表 

最後に、各グループの話し合いの内容をシートにまとめて発表しました。 

★いきいきした誇れるまち鳴門 

★歴史を知る（鳴門市民が） 

をテーマとして、「市民（子ども）が地元を自慢で

きるまち」「健康寿命を延ばすまち」「歴史を知る」

ことを目指し、子どもたちの文化活動への参加や啓

発ツールとしての動画配信、「散歩」を利用して鳴

門の文化芸術を知り、かつ健康を維持するイベント

の開催等、今すでにある活動や魅力的な資源を生か

すための具体的な取組みが提案されました。 
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市民会議 提案まとめ ～「新なると文化」のまちづくりプロジェクト～ 

 

 

  

【テーマ１】いきいきした誇れるまち鳴門 

(1) 理想とする10年後の鳴門とは？ 

・「オラが鳴門」を自信をもって言えるまちになる 

・文化を通して健康維持できるまちになる 

 

 

(2) 具体的な取組み・活動 

 ・市民（子ども）が地元を自慢できるまち 

  ① 講演会を開催する 

（地元の歴史をよく知る知識人） 

→歴史や文化を知ってもらう（知る機会の創造） 

  ② 阿波踊りの連を増やすなどして子どもたちが積極

的に文化活動に参加できるようにする 

 ・健康寿命を延ばすまち 

  “散歩”を利用してまちの文化理解✖健康を維持する 

  →観光地（撫養街道・アートプロジェクト） 

   アートと市民の敷居を低くする！ 

※課題 

  今、すでにある活動をどう活かしていくか？ 

 →学校との協力が必要 

(3) 対象者 

  地元市民《子どもを中心に》 

(4) 連携する団体・機関 

  学校（をはじめとした教育機関）、講演者 

↑プロジェクトシート 
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【テーマ２】歴史を知る（鳴門市民が） 

(1) 理想とする10年後の鳴門とは？ 

渡し舟がSNSで話題！ 

→でも市民は知らない 

 市民が土地の長所を熟知しているのが理想 

 

 

(2) 具体的な取組み・活動 

 ・市民向け「知るツアー」を組む 

（小中高の遠足、社会見学） 

 →撫養街道、古墳めぐり、武将の墓、コウノトリ等 

 →参加費と食事代のみの負担（食べ物を充実させる） 

・YouTube でツアーコースの紹介 

 →歴史をトークでうまく説明 

※とにかくつくらずにあるものを知る！ 

※掘り下げる 

 （例）なぜコウノトリが居つくのか？ 

    レンコン畑との関連 

 

市民が地元のことを話せば他県の人も興味を持つ！ 

(3) 対象者 

  鳴門市民すべて 

(4) 連携する団体・機関 

  市民、小中高校生、自治会 

↑プロジェクトシート 
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４ 現状を踏まえた課題 

これまでの文化芸術振興施策の進捗状況、市民アンケート調査や鳴門市文化のまちづくり市民

会議等から、本市における文化に関わる現状と課題を整理しました。 

 

１ 人口ビジョンから未来の姿を考える 

国立社会保障・人口問題研究所の人口推計によると、本市の総人口推計は減少の一途をたどっ

ており、令和27年（2045年）には39,852人と40,000人を下回る見込みとなっています。

また、3 区分別にみると、老年人口※のみ平成 27年（2015 年）から令和２年（2020 年）に

かけて増加し、その後、減少し続けているものの、高齢化率は上昇し続け、令和 27 年（2045

年）には43.1％の見込みとなっています。 

このような少子高齢化を見据え、若者世代への文化的関心を高める取組みに努め、文化活動に

多世代が参加・交流することのできる環境づくりが求められます。 

 

■ ３区分別人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 年少人口：15 歳未満、生産年齢人口：15～64 歳、老年人口：65 歳以上 

 

  

資料：『日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）年推計）』 国立社会保障・人口問題研究所 

6,600 5,936 5,308 4,722 4,192 3,788 3,416 

33,935 30,910 28,782 26,712 24,467 21,593 19,266 

18,566 19,489 
19,172 

18,660 
18,114 

17,911 
17,170 

59,101 
56,335 53,262 

50,094 
46,773 
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２ 文化芸術に関する積極的な情報発信 

市民アンケート調査から、文化芸術は大切だと考えている市民の割合が 76.4％と高くなって

います。しかし、一方で、多忙なことや関心のある催しや活動の情報が少ないことを理由に鑑賞、

活動しない人も一定数みられます。本市では、市の広報紙や公式ウェブサイト、テレビ鳴門やリ

ビング鳴門等で積極的な情報提供に努めていますが、市民にとっては「文化活動に関心はあるが

どこで何をしているのかがわからない」「知りたい情報が手に入らない」といった意見もありま

す。 

文化活動に関するイベント、施設等の利用状況、参加者募集、各種講座、教室等の情報を幅広

く収集し、きめ細やかに提供できる仕組みが文化を振興していくうえで不可欠です。今後、これ

らの情報を集約・整理し、積極的に発信する仕組みづくりが必要です。 

 

３ ライフステージに応じた文化政策の展開 

文化芸術に関心を持つことは、長期的な視点では、文化芸術に関わる人材を育成し、文化芸術

振興につながっていくとともに、「なると文化」を支える担い手となる市民一人ひとりの創造性

を引き出すことにつながります。さまざまな年代の市民が、生涯を通じて文化芸術に関われるよ

う、ライフステージに応じた文化政策の展開を工夫していく必要があります。 

また、文化芸術活動としてグループや教室等には属さず個人的に楽しんでいる市民も一定数い

ると考えられることから、これまで地域への関わりが少なかった人が、今まで培ってきた知識や

経験等を生かすことにより文化芸術分野の活動が活発になるよう、活動に参加できる機会の充実

を図っていくことが必要です。  

 

４ 未来を切り拓く子どもたちへ向けた文化政策 

鳴門市文化のまちづくり市民会議において、市民が本市に魅力を感じて活力ある生活ができる

環境を整え、それを外に向けて発信していくことや、若い人たちが食文化をはじめ伝統文化にふ

れたり、地元の子どもたちが「なると文化」を学べたりする機会や場所をつくるなど、すでにあ

る本市の魅力を活かすための情報発信や、若者や子どもたちが故郷を誇りに思えるような環境づ

くりが必要であるとの意見がありました。子どもたちへの「ふるさと教育」を推進することで、

本市における次代の文化芸術を担う子どもが心豊かに育つとともに、郷土への愛着と誇りを醸成

させていくことが重要です。 

 

５ 「なると文化」を生かした戦略的なまちづくり 

本市の文化が持つ力によって社会の基盤形成や産業活動が発展するなど、これからのまちの発

展に寄与する仕組みづくりが必要です。鳴門市文化のまちづくり市民会議においても、文化活動

と健康づくりを連携させた取組みや、クリエイター等の民間の感性が積極的にまちづくりに反映

される仕組みづくり等を検討し、「なるとブランド」の価値を持続的に高めていくことが求めら

れています。今後は、「第九」「渦潮」「四国遍路」「大谷焼」等の「なると文化」ならではのキ

ーワードから、積極的な取組みを推進していくことが重要です。  
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第３章 基本理念 
 

１ 基本理念（本市が目指す文化のまちビジョン） 

鳴門市の文化振興及び文化のまちづくりを進めていくにあたっては、「鳴門市文化のまちづく

り条例」第２条に掲げられた、４つの基本理念にのっとり、施策を総合的・計画的に実施してい

きます。 

 

１ 文化芸術活動に携わる市民の自主性・創造性の尊重 

文化芸術活動は、特定の個人や団体に限られた活動ではなく、市民の誰もが自由に参加し、楽

しむことができるものです。また、文化芸術は、各人の自由な発想による精神活動の現れである

ことから、これに携わる市民の自主性や創造性が十分に尊重されることが大切です。 

 

２ 多様な文化の保護及び発展 

文化芸術は多様であり、他者への理解を深めつつ、それらを分け隔てなく振興していく中で、

個性ある文化の開花が期待できると考えられます。厚みと深みのある多様な「なると文化」を保

護し、発展させていくことが重要です。 

 

３ 文化と経済・社会活動の連携 

今日では、文化芸術の持つ、人を惹きつける魅力や社会への影響力を「文化力」としてとらえ、

これを活用して、経済活動において新たな需要や高い付加価値を生み出し、さらには社会発展に

結び付けていくことが世界的にも意識されるようになっています。 

本市の文化力を高め、これを産業や観光等の経済活動や学術研究、社会生活等に関する活動と

連携させ、まち全体の活性化につなげていく必要があります。 

 

４ 市民の意見の反映 

本市の文化芸術を振興し、文化のまちづくりを推進していくうえでは、文化芸術活動を行う者

だけでなく、その他広く市民の理解と参加、協力を得ることが不可欠です。そこで、鳴門市文化

協会等の文化関係団体をはじめ、条例第 19 条に規定する「鳴門市文化のまちづくり審議会」を

設置するなど、市民や文化関係者の意見を幅広く聞き、反映するように努めます。 

 

以上の基本理念に基づき、今後本市が文化振興を図ることで目指していく「文化のまちビジョ

ン」を、次のとおり設定します。  
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◆ 本市が目指す文化のまちビジョン 

本市は、世界遺産登録を目指す「鳴門の渦潮」に代表される豊かな自然環境と、同じく世界遺

産登録を目指す「四国遍路」、また、ユネスコ「世界の記憶」への登録を目指す「板東俘虜収容所

関係資料」等の特色ある歴史、風土、生活に育まれた文化の振興により、国内外から人々が集ま

り、観光と文化でにぎわうまちとして発信し、魅力を深めることができると考えます。 

また、高度情報化、グローバル化、少子高齢化等の急速な社会状況の変化や、多様化する文化

芸術へのニーズに対応しながら、本市の文化的資源や文化芸術活動を活性化させることで、ひと

づくりとまちづくりを進め、市民の誇りに思えるような環境づくりや、観光・産業等の経済活動

に結び付けていくなど、多様な施策の推進に努めます。 

 

 

 

基本理念 

 

 

 

 
 

文化を通して ひととまちを育む 誇れるまち なると 

 

 

 

文 化 の ま ち ビ ジ ヨ

「 
ン 



33 

２ 基本方針 

 第２章であげた、本市における文化振興の現状と課題を踏まえ、前述の基本理念に基づき、次

のような基本方針のもと、今後の本市の文化施策を推進していきます。 

 
 
 

 

多様化する社会の中で、文化芸術は人々の心を豊かにし、心の活力、生きる力を養うも

のです。市民一人ひとりが優れた文化芸術にふれ、また創造活動へ参加することにより楽

しむことができる機会を充実させることが求められています。 

市民の誰もが文化芸術を自由に楽しめる環境を整備することは、文化芸術を推進するう

えでの土台となります。そのためには、文化芸術に興味のない人をも惹きつけ、誰もが文

化芸術活動に参加し、ふれることができるような機会の充実や積極的な情報発信が必要と

なります。文化芸術を気軽に、また自由に楽しめるまちの実現を目指します。 

 

 

 
 

文化の薫り高い想像力あふれるまちは、社会の潜在能力を引き出し、他の地域の人をも

引き寄せる魅力を生み出します。魅力ある文化の力で多くの人が惹きつけられ、新たな住

民の定住や交流が新たな文化を生み出し、さらに魅力が高まるといった好循環を創り出す

文化施策を展開し、魅力あふれる文化のまちの実現を目指します。 

 

    

 

 

 

 

市民、文化芸術団体、企業、ＮＰＯ、教育機関、行政等がそれぞれの特徴を生かしなが

ら協働・連携し、地域の文化力を生かした新たな価値や魅力を創出する取組みを推進しま

す。人と文化のつながりなどの多様な出合いや、分野を超えた交流を生み出し、文化の発

展と地域の活性化につなげていきます。それとともに文化芸術が有するさまざまな可能性

を将来にわたって生かしていくことができるよう、次世代につながる文化の継承に向けた

取組みも推進します。 

多様な出合いから生まれた文化を育み、絆を深めながら本市独自の文化を醸成し、後世

につなぐことのできるまちの実現を目指します。 

 

  

１ 鑑賞して楽しむ 

２ 参加して楽しむ 

 

【基本方針１】文化を楽しむ 

 

【基本方針２】文化でみせる 

【基本方針３】文化をつなぐ 

１ 地域資源の効果的な活用 

２ 「なるとブランド」の発信 

１ 人と文化をつなぐ 

２ 産学官との連携 

３ 持続可能な文化のまちづくり 
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３ 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３つの基本方針 

● 基本方針１ 

文化を楽しむ 
 

鑑賞して楽しむ 

参加して楽しむ 

鳴門市の現状 
 
・豊かな自然環境 
・特色ある歴史、風土、生活に育まれた文化の振興 
・市民主体の多様な文化活動 
・盛んな国際交流 
・世界遺産等登録への動き 

● 基本方針２ 

文化でみせる 
 

地域資源の効果的な活用 

「なるとブランド」の発信 

● 基本方針３ 

文化をつなぐ 
 

人と文化をつなぐ 

産学官との連携 

持続可能な文化のまちづくり 

鳴門市が目指す文化のまちビジョン 

文化を通して ひととまちを育む 誇れるまち なると 
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基本 

方針 
キーワード 施策の内容 

文
化
を
楽
し
む 

鑑賞して楽しむ 

市民が気軽に参加できる文化行事の開催 

高度な文化芸術に接する機会の提供 

高齢者や障がい者が文化芸術活動にふれる機会の創出 

若者や成年層の文化芸術活動への参加促進 

文化情報の収集と発信 

参加して楽しむ 

文化芸術に親しむ講座の実施 

市民参加・市民主導の文化活動の推進 

文化活動の発表の場と交流の機会の創出 

国際感覚の促進・育成 

鳴門市文化月間 

文
化
で
み
せ
る 

地域資源の効果的な活用 

文化施設等の活用と充実 

鳴門に息づく文化芸術の発掘と創造 

文化芸術活動を側面から支援する仕組みづくり 

伝統文化の保存・継承 

文化財の保護 

「なるとブランド」の発信 

世界遺産等への登録に向けた取組みの推進 

「なると第九」ブランドの発信 

ドイツ館及び周辺施設の充実 

教育旅行誘致の取組み 

ＳＮＳによる文化の情報発信 

文
化
を
つ
な
ぐ 

人と文化をつなぐ 

子どもたちが文化にふれる機会及び交流の場の提供 

文化芸術活動を担う人材及び団体の支援 

交流環境の整備 

友好都市との交流の推進 

産学官との連携 

産学官の連携による文化芸術活動の機会づくり 

学術機関と連携した文化芸術活動の取組み 

文化芸術の地域での活用 

他自治体との連携 

地域人材との連携 

持続可能な文化のまちづくり 

文化的な景観や環境の保全 

教育交流の推進 

郷土教育の推進 

「なると第九」への取組み 

ボランティアの育成 

文化を通じた健康づくり 
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第４章 施策の展開 
 

１ 文化を楽しむ 

文化を〝楽しむ〞ことを「鑑賞する」「参加体験する」の２つの視点から区分し、市民がさま

ざまな文化芸術にふれ、文化芸術に親しむ楽しさを実感できる機会を充実させ、幅広く多面的な

文化活動が行えるよう支援するとともに、子どもから高齢者まで、市民一人ひとりが等しく文化

を自由に楽しめるまちづくりに努めます。 

 

１ 鑑賞して楽しむ 

「鑑賞して楽しむ」機会を、さまざまなライフスタイルに対応した形で充実させていくことは、

働く世代や子育て世代等の文化芸術に関心がない、または、関心があっても機会がないといった境

遇にある市民が、生涯を通して文化芸術を楽しむことのできる土壌を整備するために大切なことで

す。 

そのため「興味がない人」「興味がわいた人」「みたいけど、みに行けない人」といった市民の文

化芸術に対する現状に即した方策を検討し「鑑賞して楽しむ」機会の充実を目指します。 

 

文化芸術に出合う 

「興味がない人」 

× 

「遭遇」 

文化活動にふれる機会がなく興味がない人に対しても、さ

まざまな生活習慣や年齢等を考慮した情報を提供し、文化芸

術との出合いの機会を創出します。 

 

情報が得られる 

「興味がある人」 

× 

「情報アクセス」 

各種媒体による文化芸術の情報提供を充実させ、興味のあ

る人が、簡単に有益な情報を得られる環境を整備します。 

 

多様なチャンスがある 

「興味があるけど 
みに行けない人」 

× 

「多様なチャンス」 

働く世代、子育て世代をはじめとした文化芸術を楽しむ機

会の少ない層に対し、多様な文化芸術の楽しみ方を提供しま

す。 
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カタチに            りくみ 
 

市民が気軽に参加 

できる文化行事の 

開催 

鳴門市芸術祭(文化展、市展、芸能祭の開催や市民文芸の発刊)

や市民ギャラリーの開催等、市民の誰もが気軽に発表や鑑賞がで

きる機会を提供します。 

これらの文化行事については、文化団体と協力し、新たな企画

や美術工芸等の作品の制作過程を実体験する市民参加型・体験型

のコーナーを設置するなどの工夫を心がけ、市民が直接文化芸術

にふれ、制作する喜びを肌で感じることにより、文化についての

関心と理解を深めることができる機会の創出に努めます。 

また、コロナ禍などの人が集まれない環境下においても、文化

芸術を楽しむ機会を提供できるよう、文化施設、設備の整備やデ

ジタル化による文化行事の企画、実施に取り組みます。 

 

高度な文化芸術に 

接する機会の提供 

舞台芸術や美術の鑑賞等、優れた文化にふれることは、新たな

感動や喜びを与えてくれるとともに、市民が文化芸術活動を始め

るきっかけともなります。市民に高度な文化に接するさまざまな

機会の積極的な提供に努めます。 

 

高齢者や障がい者が 

文化芸術活動にふれ 

る機会の創出 

高齢者や障がい者が利用している病院や福祉施設、高齢者・障

がい者団体等と文化関係団体が連携し、施設等での移動展示会や

出前演奏会、体験教室を企画するなど、高齢者や障がい者が多様

な文化芸術活動に参加できる環境づくりを推進します。活動を通

じて高齢者や障がい者への理解が深まり、豊かな社会となるよ

う、高齢者や障がい者が文化芸術に接する機会の創出に取り組み

ます。 

 

若者や成年層の文化 

芸術活動への参加 

促進 

文化行事等に参加していない若年層や日頃仕事等で忙しい成

年層の文化芸術活動への参加促進を図るため、時間や場所の制約

の少ない効率的な参加機会を提供する体制を整えます。 

また、仕事、家庭、子育て等で忙しい成年男女の文化的ニーズ

の把握に努め、関心のある文化芸術分野や趣味の合う仲間との交

流の機会、活動及び発表の場等に関する情報提供を充実させ、本

市の文化行事等への参加を促すなど、活動しやすい環境づくりを

進めることにより、新たな担い手の開拓に努めます。 
 

文化情報の収集と 

発信 

文化団体の活動紹介や募集、お知らせ等の文化情報を収集し、

市民が手軽に入手できるような情報発信の仕組みづくりに取り

組みます。全市的な文化行事や、全国レベルの音楽・舞台芸術等

の公演だけでなく、地域で行われる文化活動や個展、日常生活の

中にある文化に関する小さな発見（口コミ情報）等のさまざまな

情報を、インターネットや情報誌、リーフレット等を通じてきめ

細やかに発信することで、市民全体の文化芸術活動への参加促進

を図ります。 

  

な る と 
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２ 参加して楽しむ 

体験教室をはじめとした実践を伴う活動は、人材の発掘・育成に欠かせないものです。また、発

表の場の提供や、新たな文化芸術ジャンルの支援等により、さらなる活動の活性化や、新規層の開

拓を狙います。 

ここでは「潜在的に興味を持つ人」「興味が顕在化してきた人」「すでに活動している人」それぞ

れの状況にあった方策を検討し「参加して楽しむ」機会の充実を目指します。 

 

体験する 

「潜在的に興味を持つ人」 

× 

「体験」 

体験により興味を持ってもらうことを重視して、世代を考

慮し、かつ簡易に体験できる場や機会を提供します。 

 

新たな一歩を踏み出す 

「興味が顕在化してきた人」 

× 

「チャレンジ」 

興味を持った人に対し、人材、場所等の必要な情報提供を行

い、新たなチャレンジにつながるサポートをします。 

 

継続する 

「すでに活動している人」 

× 

「応援」 

市民の文化活動に対する、文化関係機関による支援体制等

の情報提供を行います。 

また、発表の場を提供するなど、活動が活性化し継続できる

よう、さまざまな手法による支援に努めます。 
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カタチに            りくみ 
 

文化芸術に親しむ 

講座の実施 

幅広い分野での文化芸術講座や教室を開設し、市民がさまざま

な文化芸術に親しむ機会を提供するとともに、地域の優れた芸術

家や文化活動の指導者等による学習の場を提供します。 

特に、若い世代が関心を持っている分野について、時代の変化

や、若年層・成年層のニーズに対応できる新しい講座の開設等に

取り組みます。 

本市では現在、図書館、公民館、集会所等、地域に密着した施

設を利用して、市民文化講座を開設しているほか、市民の要望に

応えて文化関係者がボランティアで出張し、講師や指導役を務め

る生涯学習まちづくり出前講座も実施しています。 

これらの講座が、文化芸術活動への導入口となり、文化を楽し

もうとする意欲を引き出すことができるよう、魅力的な文化講座

の実施に努めます。 

 

市民参加・市民主導 

の文化活動の推進 

鳴門市文化協会や鳴門日独友好協会、鳴門日中友好協会等の文

化団体を支援・育成するとともに、協力・連携することで、市民

が文化・交流活動に参加できるよう努めます。 

このほか、広報やマスコミ等のメディアを活用し、文化・交流

活動を国内外に発信するとともに、情報の収集・提供に努め、市

民の参加を促進します。 

 

文化活動の発表の場 

と交流の機会の創出 

市役所に設置している市民ギャラリー等の文化活動の発表の

機会について検討します。道の駅や公園等の関係機関の協力を得

て、広く市民に出品を呼びかけ、まちのいたるところで市民の作

品が展示・鑑賞できる仕組みづくりを目指します。 

 

国際感覚の促進・ 

育成 

外国語講座や外国人のための日本語講座、国際理解講座等、市

民一人ひとりが国際感覚を身につけることができる環境づくり

を進めます。 

 

鳴 門 市 文 化 月 間 

「鳴門市文化月間」（５月 15日から１か月間）には、市民や

文化団体等と連携して、鳴門市文化展や「第九」演奏会をはじめ、

新たな文化活動や、子どもから大人まで市民みんなが楽しめる魅

力的な文化イベントの開催を目指します。また、協賛の文化事業

を募集し、期間中のイベント情報として発信するなど、市の全域

で文化が一斉に開花する、本市ならではの文化振興月間として定

着させていきます。 

  

な る と 
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２ 文化でみせる 

文化を〝魅せる〞ものとして「地域資源の効果的な活用」「なるとブランドの発信」をテーマ

として掲げ、創造的なパワーを生かして地域の潜在力を引き出しながら「なるとブランド」を発

信し、文化の力で魅力あふれるまちの実現を目指します。 

 

１ 地域資源の効果的な活用 

「地域資源」とは、施設、ロケーション、地元ゆかりのアーティスト、芸術作品、イベント、教

育機関、企業等、地域に存在し有効活用できるものすべてが対象となります。これらの「地域資源」

を活用し、市民の誇りとするとともに、他の地域の人たちを魅了する文化芸術施策を進め、まちを

活性化させていきます。 

また、本市における文化芸術の質を向上させるアーティスト・クリエイター等の活動拠点の設

置、発表・交流の場を創出することで、新たな「地域資源」の可能性を見出すことを目指します。 
 

 

「発掘（再発見）」 

× 

「活用」 

× 

「ＰＲ」 

地域資源として活用できる「モノ」「場所」等を発掘及び再

発見するとともに、「人材」や「組織」を育てながら、地域資

源を活用する「機会」「仕組み」を創出し、PRしていきます。 

 

アーティスト等の 

文化芸術活動の支援 

新しい文化が生まれる土壌づくりや未知の才能の発掘、育

成とともに、若い感性を刺激する文化芸術活動の場や機会を

創出します。 

 

  



41 

 

カタチに            りくみ 
 

文化施設等の活用と

充実 

市の文化活動の拠点である文化会館、ドイツ館、賀川豊彦記念

館等の既存文化施設の整備及び充実に努めるとともに、図書館、

公民館、学校等の公共施設のほか、市の遊休施設、さらには民間

施設等についても、文化活動への利用の可能性を検討し、市民が

いつでも気軽に利用できるよう、施設利用に関する情報の提供に

努めます。 

また、音響設備等の文化芸術活動に必要な設備・機材等につい

ても、市民が利用しやすい仕組みづくりを検討します。 
 

鳴門に息づく文化 

芸術の発掘と創造 

本市の歴史や風土に育まれた地域文化を発掘・再認識するとと

もに、新たな時代を拓く文化芸術活動を開拓し、情報発信に努め

ます。「四国遍路」の一番、二番札所や四国の玄関口として栄え

た撫養街道、名勝鳴門として名高い鳴門海峡等にまつわる文化・

芸術作品群、本市の発展に貢献し、リューネブルク市との姉妹都

市交流のきっかけとなった「塩」、でこ人形やわんわん凧、大谷

焼、地域の神社仏閣や祭り、郷土料理等の個性豊かな地域文化を

改めて見直します。 

また、若者を中心とする新しい担い手層や新しい文化芸術も取

り上げ、ストーリー性のある説明等の演出を工夫し積極的に情報

発信するなど、本市に息づく文化芸術の発掘に努め、新たな地域

文化の創造につなげていきます。 
 

文化芸術活動を側面 

から支援する仕組み 

づくり 

文化行事等の準備・運営をサポートする文化ボランティアを育

成するとともに、文化芸術振興のリーダー的な人材の発掘と支援

に努め、文化のまちづくりに対する市民の参画や意識の醸成を図

ります。また、企業等による文化面での地域貢献が根付くよう、

連携事業への呼びかけや、参加しやすい仕組みづくりを検討しま

す。 

 

伝統文化の保存・ 

継承 

保存すべき伝統文化について、情報把握に努めるとともに文化

財への指定や記録作成等、必要な措置を講じていきます。また、

伝統文化を継承するには、その文化を守り伝える人材の育成が課

題です。そのために、保存団体の活動や継承者の有無を把握する

とともに、伝統的な技や芸能が次世代にしっかり受け継がれてい

くよう支援に努めます。 

 

文 化 財 の 保 護 

これまで所有者や地域で大切に受け継がれてきた文化財を保

護するため、必要な調査を実施するとともに、学術的に価値が高

いものについては、市の文化財に指定します。特に重要なものに

ついては、国や県に文化財への指定を働きかけていきます。 

文化財を将来にわたり良好な状態で保存していくために、所有

者が正しい保存の知識を持つよう助言等を行うとともに、必要に

応じて行政が技術的・経済的な支援を検討し、文化財を「市民の

宝」として、適切に保存・管理します。 

  

な る と 
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２ 「なるとブランド」の発信 

本市の歴史や伝統を大切にしつつ、多様な人々や文化を受け入れ、人々が自分らしく個性と能力

を十分に発揮し、活力のある魅力的なまちづくりを推進することで、知名度やイメージの向上を目

指します。 

また、地域ブランドとは、「地域資源」を効果的に活用し、「まち」のイメージを向上させるとと

もに、市民の誇りや愛着を醸成し、地域外から資金・人材を呼び込むという持続的な地域経済活動

と連動することで創造されるものです。 

本市に対する「イメージ」「魅力度」「観光意欲度」等の対外発信力を高めるとともに、実行力の

ある組織体制を構築するため、人材発掘と育成を図りながら、「なるとブランド」の積極的な発信

に取り組みます。 

 

イメージ、魅力度、観光

意欲度（対外発信力）を

高める 

「なるとブランド」を総合的に情報整理しイメージの向上

を図るとともに、イベント等を通して積極的に情報発信をし

ます。 

 

観光分野との連携 

文化資源の魅力を国内外に伝え、「文化への理解を深めるこ

とを目的とする観光（文化観光）」を推進し、さらなるまちの

発展及び本市への誘客に努めます。 

 

文化活動に寛容なまち

の醸成 

多様な人々や文化を受け入れ、人々が自分らしく個性と能

力を十分に発揮できる、活力のある魅力的なまちづくりを目

指します。 
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カタチに            りくみ 
 

世界遺産等への登録 

に向けた取組みの 

推進 

「四国遍路」や「鳴門の渦潮」の世界遺産登録、「板東俘虜収

容所関係資料」のユネスコ「世界の記憶」登録に向け、関係機関

と連携し取組みを推進します。 

「板東俘虜収容所関係資料」は、戦争を体験した人々が人権尊

重の大切さを知り、平和への願いを後世に伝えるもので、未来に

大きな希望を与えるものとして登録申請する意義が大きいと考

え、700点以上にわたる資料の申請を検討します。 

 

「なると第九」ブラン

ドの発信 

第一次世界大戦中の板東俘虜収容所において、ベートーヴェン

「第九」交響曲がアジアで初めて全曲演奏されたことにちなみ、

６月１日を「第九」の日と定め、毎年６月の第１日曜日に「第九」

演奏会を開催してきました。 

「第九」の高い音楽性の中にある平和、友愛、人類愛と、その

精神を体現した板東俘虜収容所での史実を世界に発信すべき誇

りとして次世代に引き継ぐとともに、「なると第九」ブランドを

市内外に積極的に発信していきます。 

 

ドイツ館及び周辺 

施設の充実 

本市における日独国際交流の中核拠点として、必要な基盤整備

を進めます。また、ドイツ村公園や道の駅「第九の里」等の周辺

施設とあわせた一体的な文化と観光の交流拠点として、展示、設

備等の充実に努めます。さまざまな研究機関や団体、国際交流ネ

ットワークと連携し、板東俘虜収容所に関する資料の収集や調査

研究及び成果の発表に努めます。また、ドイツゆかりの絵画や写

真の企画展等のイベントの開催、ドイツ館報「ルーエ」の発行や

市公式ウェブサイト等により、ドイツとの国際交流をはじめ、ド

イツの町並みの美しさや生活・文化等の情報を積極的に発信しま

す。 

 

教育旅行誘致の取組 

 み 

ドイツ館や板東俘虜収容所を中心とする「なると第九」関連地

やそのほかの観光地等を平和学習や体験学習に結びつけ、関東及

び関西方面からの修学旅行生をターゲットとして誘致を図りま

す。 

 

ＳＮＳによる文化の 

情報発信 

市公式ウェブサイトやフェイスブック、YouTube 等の SNS

を活用し、魅力ある鳴門の文化を動画や写真等で市内外へ情報発

信します。 

  

な る と 
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３ 文化をつなぐ 

文化を〝つなぐ〞ものとして、「文化」と「人」、「人」と「人」をつなぐことにより、本市独

自の文化の発信や新たな交流を育み、後世につながる「文化」をつなぐまちの実現を目指します。 

 

１ 人と文化をつなぐ 

「異文化交流」「異業種交流」「文化団体交流」…人と文化をつなぐ交流はさまざまです。それぞ

れの特徴を生かしながら、分野を超えた多様な出合いを創出し、地域の活性化につなげていきます。

また、「世代間交流」を通じ、次世代につながる文化の継承に向けた取組みも推進していきます。多

様な出合いから生まれた文化を育みながら、地域の文化力を活かした新たな価値や魅力を創出し、

後世へと文化をつないでいきます。 

 

「文化」×「人」 

― 文化にふれる ― 

市民が文化芸術と交流できる環境をつくります。そのため

にも、本市で文化芸術活動を行っている団体の支援、文化芸術

とふれあえる場所の整備や機会の創出に努めます。 

 

「人」×「人」 

― 文化を通じて交流する ― 

市民が文化芸術を通じてさまざまな人と交流する機会をつ

くります。SNS等を活用し、多世代・多文化の交流も含めた

有機的な出会いが生まれる取組みを推進します。 
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カタチに            りくみ 
 

子どもたちが文化に 

ふれる機会及び交流 

の場の提供 

乳幼児期から、歴史や文化にふれることにより、自分たちが住

むまちに愛着を持ち、本市で生まれ育つことについて誇りを持て

るよう、子どもたちがさまざまな経験をする機会や交流の場の提

供に努めます。 

また、文化芸術にふれ、楽しく学ぶことは、子どもたちの文化

的素養や可能性を育むことから、地域、子ども関係団体（鳴門市

子どものまちづくり推進協議会）、教育保育施設、企業、学校、

行政等が連携して、次世代を担う子どもたちの豊かな感受性やバ

ランスの取れた人格の形成を図るための取組みを推進します。 

 

文化芸術活動を担う 

人材及び団体の支援 

本市の文化芸術の牽引役である鳴門市文化協会の活性化を支

援します。また、文化芸術活動に携わる人材や個々の文化団体の

活動を支援するため、市内で活動するさまざまな団体の活動状況

を把握し、催し物等の企画や実施に関する助言、各種補助制度や

活動場所に関する情報提供、申請書類の作成、活動内容の広報等

をサポートします。 

 

交 流 環 境 の 整 備 

本市を訪れる外国人が快適に過ごせるよう、観光、滞在、居住

に関する外国語表記の案内やガイドブック、電話案内サービス、

ホームステイを含めた廉価な宿泊手段の確保等、交流に必要な受

け入れ環境の整備に努めます。 

また、友好親善関係にある都市との交流を、経済、文化、教育

等のさまざまな分野に結びつけていくための環境整備や関係機

関との連携に努めます。 

 

友好都市との交流の 

推進 

姉妹都市であるドイツ・リューネブルク市との親善使節団の相

互派遣や中国・青島市、張家界市等との国際交流を通じて、異文

化交流を促進し、市民が外国文化にふれる機会を創出します。 

国内では、福島県会津若松市との市民団相互派遣や合唱による

交流、群馬県桐生市、沖縄県宮古島市との文化や産業を通じての

交流等、市民参加の交流を推進します。 

  

な る と 
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２ 産学官との連携 

国内最大規模を誇る「大塚国際美術館」や200年以上の伝統を誇る「大谷焼」、「四国遍路」と

「撫養街道」の歴史、ドイツ・リューネブルク市との姉妹都市交流のきっかけとなった「塩業」等、

本市は地域文化と産業が融合したまちです。また、市内の研究の場として、鳴門教育大学や、ドイ

ツ兵と地域の人々との交流の歴史や元ドイツ兵捕虜たちから寄贈された貴重な資料等を後世に伝え

るため、また、国際交流の拠点として建設されたドイツ館があります。 

これらの「産」「学」、そして、本市「内」「外」と連携し文化芸術施策を展開します。そして、

誰もが住みたくなる文化的なまちを目指します。 

 

産業との連携 

産業との連携に関する取組みを推進します。人的交流を図

りながら連携意識を高め、地域文化及び地域経済の活性化に

つなげていきます。また、市内外にとらわれず幅広い企業との

提携を目指します。 

 

学術機関との連携 

学術機関と連携した事業を展開します。市が持つ広報媒体

の制作等を提携して行うなど、積極的に“若いチカラ”と連携

します。 

 

他自治体との連携 

県内外問わず、他自治体との文化交流を行います。そして、

他自治体が持っている“イイモノ”と連携することで、それぞ

れの特性を生かした、新たな魅力の発信に努めます。 
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カタチに            りくみ 
 

産学官の連携による 

文化芸術活動の機会 

づくり 

鳴門教育大学や大塚国際美術館等の市内のさまざまな機関・団

体の専門知識、学生の斬新なアイデア、行動力、豊富な作品数、

体感型の展示環境等、それぞれの持ち味を生かした魅力的な連携

に努めます。美術ワークショップ、ボランティアによる演奏会、

公演、学校の文化クラブの指導等、文化芸術に親しむ多様な機会

づくりに努めます。 

 

学術機関と連携した 

文化芸術活動の取組 

  み 

学術機関と連携して、本市の実施する事業への参画、歴史的研

究・顕彰、審議会の構成員として意見や提案をいただくなど、よ

り質の高い文化芸術活動に取り組みます。 

また、本市に数多く存在する、著名な建築家の故増田友也氏が

設計した建築物について、活用・顕彰に努めます。 

 

文化芸術の地域での 

活用 

市民が行う文化芸術活動の成果や特色ある本市の文化を、観

光・商業をはじめとする経済活動に結びつける工夫を行うととも

に、地域・まちづくりにも活用していくことで文化的活力と魅力

であふれ、にぎわうまちを形成し、市民生活の活性化を図ります。 

また、ハンドメイドマルシェを開催するなど、市民の作品を気

に入った人が購入できる機会の創出や、作品の創作者と商品化す

る商工業者との橋渡しをするコーディネーター的な人材や組織

の発掘と養成に努めます。 

 

他自治体との連携 

より一層の文化芸術の振興を図るためには、地域の枠を一歩踏

み出した広域的な連携を進めていくことが重要であるため、国や

県、その他自治体との連携を強化します。 

また、「四国遍路」の世界遺産登録に向けた取組みや修学旅行

の誘致には、近隣自治体と相互の特性を活かした、積極的な連携

に努めます。 

 

地域人材との連携 

地元の文化芸術の専門家がそれぞれの活動を行いながら、地域

の大人や子どもたちが文化芸術に親しめる機会を提供すること

で、多くの市民が芸術を身近に感じ、感動を与えることができる

よう、専門家との積極的な連携や協力がしやすい環境づくりに取

り組みます。 

専門家の協力により、文化芸術への関心を広げ、文化芸術によ

る社会参加を促進することで地域社会の活性化に努めます。 
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３ 持続可能な文化のまちづくり 

特色ある文化や歴史等を継承するとともに、市民の文化力を結集し、文化活動の成果を地域経済、

社会の活性化につなげることで、本市全体が文化的魅力であふれ、にぎわいのある「文化のまちづ

くり」を目指します。 

 

担い手づくり 
将来に向けて広く活躍する人材、地域に貢献する人材等、ま

ちの魅力となる「人財」として、次代の文化芸術の担い手の育

成に努めます。 

 

文化 × 健康づくり 

誰もが生きがいを持って自立した生活を送ることができる

よう、趣味、文化、生涯学習、ボランティア、健康、スポーツ、

レクリエーションを通じた、発表の場・交流機会の充実等の施

策の推進に努めます。 

 

SDGs を意識した取組み

の推進 

平成 27 年（2015 年）9 月に開催された「国連持続可能

な開発サミット」で採択された「私たちの世界を変革する：持

続可能な開発のための 2030 アジェンダ」において、2030 

年に向けた国連加盟国共通の目標として「持続可能な開発目

標（SDGs）」が定められ、その同時達成に向け、国や企業、

自治体等のすべての主体が取り組むこととされています。 

本計画においても、SDGs の理念を取り入れ、「持続可能

な」まちづくりによる課題の解決に努めます。 
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カタチに            りくみ 
 

文化的な景観や環境 

の保全 

豊かな自然や古くから残る町並み等の美しい趣のある景観は、

文化を育む貴重な資源であることから、その保全と再生に努めま

す。 

また、ドイツとの交流等、本市の文化的特性を広場や道路をは

じめとするまちづくりに生かし、市民と協働して文化の薫り漂う

環境づくりを目指します。 

 

教 育 交 流 の 推 進 

交友関係にある国内外の都市と連携して、子どもたちや若者た

ちを育む教育交流活動の推進を支援します。交換留学や学校訪

問、インターネットを活用した授業、青少年の短期ステイ等を通

じて、外国や他地域の文化、生活の違いなどに対する理解と共感

を深め、自分の住むまちの歴史や伝統を再認識するなど、次代を

担う子どもたち、若者たちの心豊かな人間形成を図ります。 

 

郷 土 教 育 の 推 進 

本市の特色ある文化や産業、歴史等を後世に引き継いでいくた

め、教育機関と連携し、子どもたちへの郷土教育の推進に努めま

す。 

小学生を対象として制作した冊子「板東俘虜収容所跡」や「鳴

門のくらし」等を活用し、故郷への愛着と誇りを醸成させる取組

みを進めます。 

 

「なると第九」への 

取組み 

平成 30 年（2018 年）度に「第九」アジア初演 100 周年を

迎え、100年紡がれてきた歴史を後世に引き継ぐため、教育委員

会と連携した「なると第九」学習の推進に取り組みます。 

市内の全小学校を対象に講師を派遣し、歴史的背景の学習や原

語での「第九」合唱指導や、ドイツ館・ドイツ村公園周辺の現地

研修等を実施します。 

 

ボランティアの育成 

通訳、観光ガイド、ホームステイの受入れ等のボランティアを

育成し、交流環境の基盤整備を進めます。 

また、余暇の効果的な活用と文化芸術活動に関する基礎的な学

習機会を提供するため、市内の文化団体による市民文化講座の充

実に努めます。 

 

文化を通じた健康 

づくり 

市内の文化的な町並みや文化施設、観光地等をめぐる「文化散

歩コース」を散歩することで本市の文化理解を深め、かつ健康を

維持する取組み等、文化的資源を生かした健康づくりを目指しま

す。 
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•各事業の指
標による事
業評価

•指標に至ら
ない事業の
あり方検討

•事業推進
（本計画）

•計画策定
（事業計画
の見直し）

Plan Do

CheckAct

第５章 推進・評価体制 

１ 推進体制 

本計画の推進にあたっては、市民、文化団体、アーティスト、ボランティア、市民団体、学校、

企業、市の関係部署等、文化芸術に関わるさまざまな主体が連携・協力し、それぞれが自主的・

主体的に活動を進めながら一体となって取り組みます。 

また、本市の文化と芸術をより豊かに推進していくため、新たな事業展開や団体間、市民間の

調整を図る推進体制の構築を検討していきます。 

 

 

２ PDCA サイクルによる推進・管理体制 

文化振興における環境は、時流にともない変化します。きめ細やかに進捗評価を行いながら計

画を見直すことのできるＰＤＣＡサイクルによる推進体制が不可欠であるため、本市では、以下

の図のイメージに従い、本計画を推進します。 
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39.8 58.7 0.0 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

男性 女性 その他 不明・無回答

27.0 11.0 13.7 15.7 2.7 26.7 1.6 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

会社員・公務員・団体職員 派遣社員・パート・アルバイト

自営・自由業 家事従事（主婦・主夫）

学生 無職

その他 不明・無回答

1.4

4.3 8.6 15.3 11.9 24.5 22.9 10.1 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

20歳未満 20～29歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 60～69歳

70～79歳 80歳以上 不明・無回答

Ⅱ 調査結果 

１．あなたご自身のことについてお聞かせください。 

問１．性別(SA) 

性別についてみると、「男性」が 39.8％、「女性」が 58.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．年齢(SA) 

年齢についてみると、「60～69 歳」が 24.5％と最も高く、次いで「70～79 歳」が 22.9％、「40

～49 歳」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．職業(SA) 

職業についてみると、「会社員・公務員・団体職員」が 27.0％と最も高く、次いで「無職」が

26.7％、「家事従事（主婦・主夫）」が 15.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳴門市文化芸術に関する市民アンケート調査結果報告書 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

「鳴門市文化のまちづくり条例」に基づいて「第 2期鳴門市文化のまちづくり基本計画」を策

定することとなりました。策定にあたり、市民の方々が文化芸術についてどのように感じられて

いるのか、また普段どのような文化芸術活動をされているのかなど、文化芸術に関するニーズを

把握し、今後の文化行政を進めていく上で必要となる事業などに反映させるため、アンケート調

査を実施することとしました。 

２．調査概要 

●  調査対象者：市内にお住まいの18歳以上の方 

● 調査票配布数：2,000 人を無作為抽出 

● 調 査 期 間：令和2年 1月 20日から2月 7日まで  

● 調 査 方 法：郵送による配布・回収（無記名で回答） 

配布数 回答数 有効回答数 有効回答率 

2,000件 555件 555件 27.8％ 

３．報告書の見方 

● 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）で

あっても合計値が100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラ

フ、表においても同様です。 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場

合があります。 

● 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困

難なものです。 

● 図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人）を表しています。 

● 本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

 

関係資料 

鳴門市文化芸術に関する市民アンケート調査 
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29.9 

11.5 

5.2 

8.6 

13.9 

7.4 

9.4 

8.6 

4.3 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40%

撫養町川西地区

撫養町川東地区

里浦町

鳴門町

大津町

瀬戸町

大麻町堀江地区

大麻町板東地区

北灘町

不明・無回答

全体（N=555）

5.0 4.1 10.1 11.0 21.8 46.1 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

５年未満 ５～10年未満 10～20年未満

20～30年未満 30～40年未満 50年以上

不明・無回答

 

問４．地域(SA) 

地域についてみると、「撫養町川西地区」が 29.9％と最も高く、次いで「大津町」が 13.9％、

「撫養町川東地区」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５．居住年数(SA) 

居住年数についてみると、「50 年以上」が 46.1％と最も高く、次いで「30～40 年未満」が 21.8％、

「20～30 年未満」が 11.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.9 34.8 21.8 8.8 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

十分とれている どちらかといえばとれている

あまりとれていない ほとんどとれていない

不明・無回答

11.2 27.7 45.6 11.4 3.4 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

ひとり暮らし 夫婦のみ

二世代が同居（親と子など） 三世代が同居（親と子と孫など）

その他 不明・無回答

問６．世帯構成(SA) 

世帯構成についてみると、「二世代が同居（親と子など）」が 45.6％と最も高く、次いで「夫婦

のみ」が 27.7％、「三世代が同居（親と子と孫など）」が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．あなたは、仕事や家業、家事等のほか、趣味や自分の楽しみのために使える時間が十分

にとれていると思いますか。(SA) 

趣味や自分の楽しみのために使える時間についてみると、「どちらかといえばとれている」が

34.8％と最も高く、次いで「十分とれている」が 33.9％、「あまりとれていない」が 21.8％とな

っています。 
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22.7 40.4 18.7 7.01.17.2 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

とても重要と思う どちらかといえば重要と思う

どちらともいえない あまり重要と思わない

まったく重要と思わない わからない

不明・無回答

２．文化芸術活動・鑑賞についてお聞かせください。 

問９．あなたは、日常生活の中で文化芸術活動に参加したり、鑑賞することを、どの程度重要だ

と思いますか。選択肢のうち、最も近いものに○をつけてください。(SA) 

文化芸術活動の参加、鑑賞することの重要度についてみると、「どちらかといえば重要と思う」

が 40.4％と最も高く、次いで「とても重要と思う」が 22.7％、「どちらともいえない」が 18.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

12.3 

8.6 

4.0 

4.9 

8.1 

10.8 

3.6 

2.2 

9.2 

6.1 

17.7 

5.2 

51.5 

2.3 

0% 20% 40% 60%

スポーツ活動に参加している

音楽や美術など、文化的な活動に参加している

子育て支援にかかわっている

高齢者や障がい者福祉に関する活動に

かかわっている

防災・防犯に関する活動にかかわっている

地域の環境美化活動等に参加している

コミュニティセンターや暮らしのサポートセンター

の活動にかかわっている

市内で活動するNPO活動にかかわっている

幼稚園・保育園・小学校などのＰＴＡ・保護者会

活動にかかわっている

地域のお祭りに神輿の担ぎ手や芸能の

演者として参加している

美術や音楽などの芸術を鑑賞している

その他

地域活動はしていない

不明・無回答

全体（N=555）

問８．あなたは、お住まいの地域で何らかの活動を行っていますか。(MA) 

お住いの地域で参加している活動についてみると、「地域活動はしていない」が 51.5％と最も高

く、次いで「美術や音楽などの芸術を鑑賞している」が 17.7％、「スポーツ活動に参加している」

が 12.3％となっています。 
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11.0 

14.8 

18.4 

18.9 

26.7 

4.9 

5.6 

29.7 

16.8 

10.5 

1.4 

27.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

茶道

華道

書道

手芸

園芸

盆栽

ペン字

料理

ファッション

フラワーデザイン

その他（生活文化）

不明・無回答

全体【 生活文化 】

（N=555）

12.1 

5.4 

32.1 

1.4 

55.0 

0% 20% 40% 60% 80%100%

囲碁 将棋

チェス オセロ

カラオケ

その他（国民娯楽）

不明・無回答

全体【 国民娯楽 】

（N=555）

38.7 

16.4 

1.3 

52.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

阿波踊り

地域の祭り

その他

（地域伝統芸能）

不明・無回答

全体【 地域伝統芸能 】

（N=555）

60.7 

22.2 

16.9 

5.4 

15.1 

4.5 

1.1 

31.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

映画

漫画

アニメーション

コンピューター

グラフィックス

ゲーム

映像編集

その他（メディア芸術）

不明・無回答

全体【 メディア芸術 】

（N=555）

30.8 

29.9 

35.3 

1.1 

42.7 

0% 20% 40% 60% 80%100%

史跡・遺跡

建築物 仏像

古い町並み

その他（文化財等）

不明・無回答

全体【 文化財等 】

（N=555）

19.8 

0.7 

13.0 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の歴史

その他（その他）

特にない

不明・無回答

全体【 その他 】

（N=555）

【生活文化】についてみると、「料理」が 29.7％と最も高く、次いで「園芸」が 26.7％、「手芸」

が 18.9％となっています。 

【国民娯楽】についてみると、「カラオケ」が 32.1％と最も高く、次いで「囲碁･将棋」が 12.1％、

「チェス･オセロ」が 5.4％となっています。 

【地域伝統芸能】についてみると、「阿波踊り」が 38.7％と最も高く、次いで「地域の祭り」が

16.4％、「その他（地域伝統芸能）」が 1.3％となっています。 

【メディア芸術】についてみると、「映画」が 60.7％と最も高く、次いで「漫画」が 22.2％、

「アニメーション」が 16.9％となっています。 

【文化財等】についてみると、「古い町並み」が 35.3％と最も高く、次いで「史跡・遺跡」が

30.8％、「建築物･仏像」が 29.9％となっています。 

【その他】についてみると、「地域の歴史」が 19.8％と最も高く、次いで「特にない」が 13.0％、

「その他（その他）」が 0.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.0 

3.6 

8.8 

7.6 

29.4 

2.3 

53.2 

0% 20% 40% 60% 80%100%

俳句

短歌

川柳

詩

小説

その他（文芸）

不明・無回答

全体【 文芸 】

（N=555）
28.3 

26.8 

12.6 

5.9 

32.3 

16.2 

4.9 

11.2 

7.2 

9.7 

1.4 

35.9 

0% 20% 40% 60% 80%100%

日本画

洋画

水墨画

版画

写真

陶芸

彫刻

硝子工芸

紙工芸

染織

その他（美術）

不明・無回答

全体【 美術 】

（N=555）

22.9 

49.7 

3.4 

5.0 

2.5 

15.9 

2.0 

32.4 

0% 20% 40% 60% 80%100%

落語

漫才 コント

浪曲

漫談

講談

マジック

その他（芸能）

不明・無回答

全体【 芸能 】

（N=555）

 

4.3 

3.4 

18.7 

10.5 

5.9 

5.9 

2.2 

63.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文楽

雅楽

歌舞伎

日本舞踊

能 狂言

日本民踊

その他（伝統芸能）

不明・無回答

全体【 伝統芸能 】

（N=555）

11.9 

30.6 

6.5 

1.8 

58.4 

0% 20% 40% 60% 80%100%

ダンス バレエ

演劇 ミュージカル

 オペラ

人形劇

その他

（その他舞台芸術）

不明・無回答

全体【 その他舞台芸術 】

（N=555）

25.0 

38.9 

2.0 

5.9 

16.2 

4.7 

17.1 

11.0 

10.5 

2.3 

24.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クラシック音楽

邦楽 洋楽

詩吟

民謡

謡曲

声楽

吹奏楽

和楽器

洋楽器

その他（音楽）

不明・無回答

全体【 音楽 】

（N=555）
 

問 10．あなたが好きな文化ジャンルについて（項目別）(MA) 

【文芸】についてみると、「小説」が 29.4％と最も高く、次いで「俳句」が 11.0％、「川柳」が

8.8％となっています。 

【美術】についてみると、「写真」が 32.3％と最も高く、次いで「日本画」が 28.3％、「洋画」

が 26.8％となっています。 

【芸能】についてみると、「漫才･コント」が 49.7％と最も高く、次いで「落語」が 22.9％、「マ

ジック」が 15.9％となっています。 

【伝統芸能】についてみると、「歌舞伎」が 18.7％と最も高く、次いで「日本舞踊」が 10.5％、

「能･狂言」、「日本民踊」が 5.9％となっています。 

【その他舞台芸術】についてみると、「演劇･ミュージカル･オペラ」が 30.6％と最も高く、次い

で「ダンス･バレエ」が 11.9％、「人形劇」が 6.5％となっています。 

【音楽】についてみると、「邦楽･洋楽」が 38.9％と最も高く、次いで「クラシック音楽」が 25.0％、

「吹奏楽」が 17.1％となっています。 
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件数（件） 割合（％） 件数（件） 割合（％） 件数（件） 割合（％）

俳句 61 11.0 歌舞伎 104 18.7 料理 165 29.7

短歌 20 3.6 日本舞踊 58 10.5 ファッション 93 16.8

川柳 49 8.8 能 狂言 33 5.9 フラワーデザイン 58 10.5

詩 42 7.6 日本民踊 33 5.9 その他（生活文化） 8 1.4

小説 163 29.4 その他（伝統芸能） 12 2.2 囲碁 将棋 67 12.1

その他（文芸） 13 2.3 ダンス バレエ 66 11.9 チェス オセロ 30 5.4

日本画 157 28.3 演劇 ミュージカル オペラ 170 30.6 カラオケ 178 32.1

洋画 149 26.8 人形劇 36 6.5 その他（国民娯楽） 8 1.4

水墨画 70 12.6 その他（その他舞台芸術） 10 1.8 阿波踊り 215 38.7

版画 33 5.9 クラシック音楽 139 25.0 地域の祭り 91 16.4

写真 179 32.3 邦楽 洋楽 216 38.9 その他（地域伝統芸能） 7 1.3

陶芸 90 16.2 詩吟 11 2.0 映画 337 60.7

彫刻 27 4.9 民謡 33 5.9 漫画 123 22.2

硝子工芸 62 11.2 謡曲 90 16.2 アニメーション 94 16.9

紙工芸 40 7.2 声楽 26 4.7
コンピューター
グラフィックス

30 5.4

染織 54 9.7 吹奏楽 95 17.1 ゲーム 84 15.1

その他（美術） 8 1.4 和楽器 61 11.0 映像編集 25 4.5

落語 127 22.9 洋楽器 58 10.5 その他（メディア芸術） 6 1.1

漫才 コント 276 49.7 その他（音楽） 13 2.3 史跡・遺跡 171 30.8

浪曲 19 3.4 茶道 61 11.0 建築物 仏像 166 29.9

漫談 28 5.0 華道 82 14.8 古い町並み 196 35.3

講談 14 2.5 書道 102 18.4 その他（文化財等） 6 1.1

マジック 88 15.9 手芸 105 18.9 地域の歴史 110 19.8

その他（芸能） 11 2.0 園芸 148 26.7 その他（その他） 4 0.7

文楽 24 4.3 盆栽 27 4.9 特にない 72 13.0

雅楽 19 3.4 ペン字 31 5.6 不明・無回答 12 2.2

全体 555 100.0

好きな文化ジャンル（合算） 好きな文化ジャンル（合算） 好きな文化ジャンル（合算）
 

問 10．好きな文化ジャンル (MA) 

好きな文化ジャンルについてみると、「映画」が 60.7％と最も高く、次いで「漫才・コント」が

49.7％、「邦楽・洋楽」が 38.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※   第１位    第２位    第３位   

 

 

 

46.8 

64.1 

67.6 

36.2 

41.6 

75.7 

72.1 

45.0 

47.6 

69.0 

57.3 

20.4 

13.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文芸

美術

芸能

伝統芸能

その他舞台芸術

音楽

生活文化

国民娯楽

地域伝統芸能

メディア芸術

文化財等

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=555）

問 10．好きな文化ジャンル（文化ごとに合算）(MA) 

文化ごとに合算した好きな文化ジャンルについてみると、「音楽」が 75.7％と最も高く、次いで

「生活文化」が 72.1％、「メディア芸術」が 69.0％となっています。 
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15.3 15.7 61.3 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

鳴門市内 鳴門市外 活動しなかった 不明・無回答

2.3 

23.3 

14.0 

8.1 

8.1 

32.0 

12.8 

7.0 

5.8 

8.1 

8.7 

9.3 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

文芸

美術

芸能

伝統芸能

その他舞台芸術

音楽

生活文化

国民娯楽

地域伝統芸能

メディア芸術

文化財等

その他

不明・無回答

全体（N=172） 

問 11．あなたは、この一年間で主にどこで文化芸術活動を行いましたか。(SA) 

この一年間で主にどこで文化芸術活動を行ったかについてみると、「活動しなかった」が 61.3％

と最も高く、次いで「鳴門市外」が 15.7％、「鳴門市内」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問11で「鳴門市内」または「鳴門市外」を選択した方】 

問 12‐１．あなたは、どのジャンルの文化芸術活動を行いましたか。次の中からお選びくださ

い。(MA) 

どのジャンルの文化芸術活動を行ったかについてみると、「音楽」が 32.0％と最も高く、次いで

「美術」が 23.3％、「芸能」が 14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8 

52.3 

11.0 

15.7 

6.4 

6.4 

9.9 

0% 20% 40% 60%

知人に誘われたから

以前から興味があったから

家族など近親者が活動していたから

公演や展覧会を鑑賞して

なんとなく

その他

不明・無回答

全体（N=172） 

【問11で「鳴門市内」または「鳴門市外」を選択した方】 

問 12‐２．文化芸術活動を行うきっかけについて、次の中からお選びください。(MA) 

文化芸術活動を行うきっかけについてみると、「以前から興味があったから」が 52.3％と最も高

く、次いで「知人に誘われたから」が 23.8％、「公演や展覧会を鑑賞して」が 15.7％となってい

ます。 
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15.5 19.1 9.2 48.5 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

鳴門市内で鑑賞した 鳴門市外で鑑賞した どちらも鑑賞した

鑑賞しなかった 不明・無回答

40.0 

27.9 

19.4 

13.5 

9.1 

16.2 

23.2 

7.6 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

時間的余裕がない

文化芸術活動に興味がない

活動する仲間がいない

身近に教室 講座がない

近隣で活動できる場所がない

金銭的な理由

活動に関する情報がない

その他

不明・無回答

全体（N=340）

【問11で「活動しなかった」を選択した方】 

問 12‐３．あなたが文化芸術活動を行わない（できない）理由を次の中からお選びください。

(MA) 

文化芸術活動を行わない（できない）理由についてみると、「時間的余裕がない」が 40.0％と最

も高く、次いで「文化芸術活動に興味がない」が 27.9％、「活動に関する情報がない」が 23.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13．あなたは、この一年間で文化芸術を鑑賞しましたか。次の中からお選びください。(SA) 

この一年間の文化芸術鑑賞の有無についてみると、「鑑賞しなかった」が 48.5％と最も高く、次

いで「鳴門市外で鑑賞した」が 19.1％、「鳴門市内で鑑賞した」が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.4 

85.9 

16.9 

8.8 

19.0 

38.6 

29.2 

4.4 

24.1 

13.2 

10.7 

2.2 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文芸

美術

芸能

伝統芸能

その他舞台芸術

音楽

生活文化

国民娯楽

地域伝統芸能

メディア芸術

文化財等

その他

不明・無回答

全体（N=137）

【問13で「鳴門市内で鑑賞した」または「どちらも鑑賞した」を選択した方】 

問 14‐１．あなたが鳴門市内で鑑賞した文化ジャンルを、問 10 のジャンル番号から選んでお

答えください。(MA) 

鳴門市内で鑑賞した文化ジャンルについてみると、「美術」が 85.9％と最も高く、次いで「音楽」

が 38.6％、「生活文化」が 29.2％となっています。 
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8.2 

61.6 

8.9 

7.5 

15.3 

36.8 

17.8 

2.5 

11.5 

28.6 

44.0 

2.5 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80%

文芸

美術

芸能

伝統芸能

その他舞台芸術

音楽

生活文化

国民娯楽

地域伝統芸能

メディア芸術

文化財等

その他

不明・無回答

全体（N=157）

【問13で「鳴門市外で鑑賞した」または「どちらも鑑賞した」を選択した方】 

問 14‐２．あなたが鳴門市外で鑑賞した文化ジャンルを、問 10 のジャンル番号から選んでお

答えください。(MA) 

鳴門市外で鑑賞した文化ジャンルについてみると、「美術」が 61.6％と最も高く、次いで「文化

財等」が 44.0％、「音楽」が 36.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.8 

28.6 

10.0 

17.5 

19.3 

15.2 

4.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

時間的余裕がない

文化芸術に興味がない

入館料等が高い

会場が遠い、交通の便が悪い

鑑賞できる公演や展覧会がない

身体的な理由

その他

不明・無回答

全体（N=269）

【問13で「鑑賞しなかった」を選択した方】 

問 14‐３．あなたが文化芸術を鑑賞しなかった（できなかった）理由を次の中からお選びくだ

さい。(MA) 

文化芸術鑑賞をしなかった（できなかった）理由についてみると、「時間的余裕がない」が 42.8％

と最も高く、次いで「文化芸術に興味がない」が 28.6％、「鑑賞できる公演や展覧会がない」が

19.3％となっています。 
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1.4 7.6 9.7 37.3 35.1 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

ほぼ毎日 週に１～２回 月に１～２回

年に数回程度 活動していない 不明・無回答

27.4 

68.8 

7.4 

14.4 

4.5 

3.8 

19.1 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の教養を高めるため

自分の趣味、余暇を楽しむため

家族、親族などのため

交流を広げるため

仕事に役立てるため

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 15. あなたが文化芸術活動や鑑賞を行う目的は何ですか。次の中からお選びください。(MA) 

文化芸術活動や鑑賞を行う目的についてみると、「自分の趣味、余暇を楽しむため」が 68.8％と

最も高く、次いで「自分の教養を高めるため」が 27.4％、「交流を広げるため」が 14.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16． あなたは、どれくらいの頻度で文化芸術活動を行ったり鑑賞したりしていますか。次の

中からお選びください。(SA) 

文化芸術活動や鑑賞を行う頻度についてみると、「年に数回程度」が 37.3％と最も高く、次いで

「活動していない」が 35.1％、「月に１～２回」が 9.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.9

21.2

52.0

58.9

7.7

3.4

1.8 

1.2 

16.7 

14.1 

1.8 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（N=221）

女性

（N=326）

非常に大切 ある程度大切

あまり大切ではない まったく大切ではない

わからない 不明・無回答

20.5 55.9 5.6

1.4

15.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=555）

非常に大切 ある程度大切

あまり大切ではない まったく大切ではない

わからない 不明・無回答

３．文化芸術の価値についてお聞かせください。 

問 17．あなたは、日常生活の中で優れた文化芸術を鑑賞したり、自ら文化芸術活動を行ったりす

ることについてどのように思いますか。次の中からお選びください。(SA) 

優れた文化芸術活動鑑賞や、文化芸術活動を行うことについてみると、「ある程度大切」が55.9％

と最も高く、次いで「非常に大切」が 20.5％、「わからない」が 15.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 × 性別 

男女別でみると、男女ともに「ある程度大切」が最も高くなっています。 
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37.5

20.8

22.9

24.7

9.1

19.9

21.3

23.2

37.5

41.7

60.4

55.3

63.6

60.3

55.9

44.6

12.5

4.2

4.2

5.9

6.1

5.1

4.7

5.4

0.0 

4.2 

0.0 

3.5 

1.5 

1.5 

0.0 

1.8 

12.5 

25.0 

12.5 

10.6 

18.2 

12.5 

15.7 

21.4 

0.0 

4.2 

0.0 

0.0 

1.5 

0.7 

2.4 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満

（N=8）

20～29歳

（N=24）

30～39歳

（N=48）

40～49歳

（N=85）

50～59歳

（N=66）

60～69歳

（N=136）

70～79歳

（N=127）

80歳以上

（N=56）

非常に大切 ある程度大切

あまり大切ではない まったく大切ではない

わからない 不明・無回答

問 17 × 年齢 

年齢別でみると、50～59 歳で「非常に大切」が 9.1％と、その他の年齢よりも低い割合となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 17.9

26.1

30.4

16.4

21.5

18.8

78.6

43.5

57.1

67.2

56.2

51.6

0.0

13.0

5.4

1.6

4.1

6.6

0.0 

4.3 

1.8 

0.0 

2.5 

1.2 

3.6 

8.7 

5.4 

14.8 

14.9 

19.5 

0.0 

4.3 

0.0 

0.0 

0.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満

（N=28）

５～10年未満

（N=23）

10～20年未満

（N=56）

20～30年未満

（N=61）

30～40年未満

（N=121）

50年以上

（N=256）

非常に大切 ある程度大切

あまり大切ではない まったく大切ではない

わからない 不明・無回答

22.2

22.6

8.3

20.0

21.0

55.6

54.8

60.4

47.7

62.0

4.1

4.3

8.3

10.8

4.0

1.2 

1.1 

0.0 

4.6 

1.0 

15.2 

15.1 

22.9 

13.8 

12.0 

1.6 

2.2 

0.0 

3.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第一中学校区

（N=243）

第二中学校区

（N=93）

鳴門中学校区

（N=48）

瀬戸中学校区

（N=65）

大麻中学校区

（N=100）

非常に大切 ある程度大切

あまり大切ではない まったく大切ではない

わからない 不明・無回答

問 17 × 中学校区 

中学校区別でみると、第一中学校区、第二中学校区、瀬戸中学校区、大麻中学校区で「非常に

大切」が２割台となっており、鳴門中学校区では 8.3％と、その他の中学校区よりも低い割合とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 × 居住年数 

居住年数別でみると、10～20 年未満で「非常に大切」が 30.4％と、その他の居住年数よりも高

い割合となっています。 
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57.3 

60.2 

64.3 

13.2 

12.1 

4.3 

2.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

豊かな感情や情緒、人の考えを深く理解

する能力などを育む

精神的な満足感や生きる力（生きがい）

を与える

人々の心にゆとりと豊かさをもたらし、

社会に安心や安定をもたらす

産業・環境・福祉・教育など様々な分野

と協力しながら魅力をつくり出す

社会の問題を明らかにしたり、

新しい発見を促す

社会にとってあまり大きな役割は

果たしていない

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 18．あなたは、社会において、文化芸術はどのような効果をもっていると思いますか。次の

中からお選びください。(MA) 

社会において、文化芸術はどのような効果をもっていると思うかについてみると、「人々の心に

ゆとりと豊かさをもたらし、社会に安心や安定をもたらす 」が 64.3％と最も高く、次いで「精神

的な満足感や生きる力（生きがい）を与える 」が 60.2％、「豊かな感情や情緒、人の考えを深く

理解する能力などを育む 」が 57.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9 

25.2 

33.0 

15.3 

16.9 

30.1 

22.9 

17.5 

9.2 

7.7 

23.4 

40.4 

21.3 

38.0 

1.8 

46.3 

2.9 

2.7 

0% 20% 40% 60%

身近に美術を楽しめるまち

身近に音楽を楽しめるまち

歴史や伝統を感じられるまち

新しい価値観に触れられるまち

知る人ぞ知る店やスポットのあるまち

様々な食を楽しめるまち

自分の居場所を見出せるまち

人と出会うチャンスがあるまち

多様な住民が住むまち

創造的な市民が多く住むまち

地域にコミュニティが根付くまち

高齢者・障がい者にやさしいまち

地域のイベント・祭が盛んなまち

美しい景観・街並みのあるまち

都会的な喧騒が心地よいまち

身近に自然を感じられるまち

その他

不明・無回答

全体（N=555）

４．鳴門市の文化振興についてお聞かせください。 

問 19．あなたがイメージする「生きがいあふれるまち なると」とはどのようなものですか。次

の中からお選びください。 (MA) 

あなたがイメージする「生きがいあふれるまち なると」についてみると、「身近に自然を感じ

られるまち」が 46.3％と最も高く、次いで「高齢者・障がい者にやさしいまち」が 40.4％、「美

しい景観・街並みのあるまち」が 38.0％となっています。 
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24.4

22.2

34.4

12.2

11.3

28.1

18.6

11.8

7.2

8.6

18.1

34.4

15.4

38.0

0.9

42.1

3.2

3.6

27.0 

27.3 

32.5 

17.2 

20.6 

31.3 

26.1 

21.2 

10.1 

7.1 

27.0 

44.8 

25.2 

38.3 

2.5 

49.4 

2.5 

1.8 

0% 20% 40% 60%

身近に美術を楽しめるまち

身近に音楽を楽しめるまち

歴史や伝統を感じられるまち

新しい価値観に触れられるまち

知る人ぞ知る店やスポットのあるまち

様々な食を楽しめるまち

自分の居場所を見出せるまち

人と出会うチャンスがあるまち

多様な住民が住むまち

創造的な市民が多く住むまち

地域にコミュニティが根付くまち

高齢者・障がい者にやさしいまち

地域のイベント・祭が盛んなまち

美しい景観・街並みのあるまち

都会的な喧騒が心地よいまち

身近に自然を感じられるまち

その他

不明・無回答

男性（N=221）

女性（N=326）

問 19 × 性別 

男女別でみると、男女ともに「身近に自然を感じられるまち」が男性 42.1％、女性 49.4％と最

も高く、次いで男性では「美しい景観・街並みのあるまち」が 38.0％、「歴史や伝統を感じられる

まち」、「高齢者・障がい者にやさしいまち」が 34.4％となっています。女性では「高齢者・障が

い者にやさしいまち」が 44.8％、「美しい景観・街並みのあるまち」が 38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

身
近
に
美
術
を
楽
し
め
る

ま
ち

身
近
に
音
楽
を
楽
し
め
る

ま
ち

歴
史
や
伝
統
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち

新
し
い
価
値
観
に
触
れ
ら

れ
る
ま
ち

知
る
人
ぞ
知
る
店
や
ス

ポ

ッ
ト
の
あ
る
ま
ち

様
々
な
食
を
楽
し
め
る
ま

ち 自
分
の
居
場
所
を
見
出
せ

る
ま
ち

人
と
出
会
う
チ

ャ
ン
ス
が

あ
る
ま
ち

多
様
な
住
民
が
住
む
ま
ち

創
造
的
な
市
民
が
多
く
住

む
ま
ち

【年齢】
20歳未満（N=8） 37.5 25.0 25.0 12.5 37.5 25.0 37.5 12.5 12.5 12.5
20～29歳（N=24） 25.0 29.2 33.3 29.2 8.3 37.5 16.7 29.2 0.0 4.2
30～39歳（N=48） 22.9 20.8 29.2 27.1 22.9 41.7 27.1 10.4 16.7 10.4
40～49歳（N=85） 34.1 31.8 38.8 15.3 23.5 42.4 24.7 17.6 10.6 11.8
50～59歳 （N=66） 21.2 22.7 34.8 12.1 22.7 27.3 22.7 13.6 7.6 9.1
60～69歳 （N=136） 22.1 23.5 30.1 15.4 12.5 25.7 22.8 16.2 8.1 5.1
70～79歳 （N=127） 26.0 25.2 35.4 10.2 11.8 23.6 21.3 21.3 7.1 6.3
80歳以上 （N=56） 30.4 25.0 30.4 14.3 17.9 26.8 23.2 17.9 12.5 8.9

地
域
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
が

根
付
く
ま
ち

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
ま
ち

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
が

盛
ん
な
ま
ち

美
し
い
景
観
・
街
並
み
の

あ
る
ま
ち

都
会
的
な
喧
騒
が
心
地
よ

い
ま
ち

身
近
に
自
然
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【年齢】
20歳未満（N=8） 37.5 50.0 37.5 37.5 0.0 50.0 12.5 0.0
20～29歳（N=24） 0.0 16.7 12.5 37.5 0.0 45.8 4.2 8.3
30～39歳（N=48） 20.8 18.8 22.9 37.5 4.2 45.8 2.1 0.0
40～49歳（N=85） 24.7 36.5 28.2 43.5 0.0 49.4 1.2 0.0
50～59歳 （N=66） 25.8 37.9 18.2 28.8 3.0 37.9 1.5 4.5
60～69歳 （N=136） 20.6 39.0 17.6 39.7 2.2 46.3 2.9 2.9
70～79歳 （N=127） 26.0 48.8 19.7 40.2 0.8 51.2 4.7 2.4
80歳以上 （N=56） 30.4 62.5 26.8 35.7 3.6 42.9 1.8 3.6

問 19 × 年齢 

年齢別でみると、80歳以上では「高齢者・障がい者にやさしいまち」、その他の年齢では「身近

に自然を感じられるまち」が最も高くなっています。 
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【居住年数】
５年未満（N=28） 39.3 32.1 28.6 32.1 21.4 32.1 25.0 14.3 10.7 10.7
５～10年未満（N=23） 13.0 13.0 26.1 17.4 8.7 26.1 21.7 26.1 30.4 8.7
10～20年未満（N=56） 35.7 30.4 39.3 17.9 19.6 33.9 33.9 16.1 10.7 17.9
20～30年未満（N=61） 18.0 21.3 44.3 14.8 16.4 27.9 14.8 21.3 6.6 4.9
30～40年未満 （N=121） 26.4 31.4 27.3 9.9 16.5 32.2 20.7 18.2 5.8 3.3
50年以上 （N=256） 25.0 22.3 32.8 14.8 16.8 29.3 22.7 16.4 9.0 8.2

【居住年数】
５年未満（N=28） 7.1 35.7 25.0 32.1 0.0 57.1 3.6 0.0
５～10年未満（N=23） 8.7 34.8 8.7 26.1 4.3 65.2 4.3 4.3
10～20年未満（N=56） 23.2 26.8 32.1 46.4 0.0 44.6 1.8 0.0
20～30年未満（N=61） 21.3 31.1 18.0 32.8 3.3 47.5 3.3 1.6
30～40年未満 （N=121） 22.3 32.2 20.7 41.3 1.7 41.3 2.5 4.1
50年以上 （N=256） 26.6 50.4 20.7 38.3 2.0 46.5 3.1 2.7

（単位：％）

身
近
に
美
術
を
楽
し
め
る

ま
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身
近
に
音
楽
を
楽
し
め
る

ま
ち

歴
史
や
伝
統
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち

新
し
い
価
値
観
に
触
れ
ら

れ
る
ま
ち

知
る
人
ぞ
知
る
店
や
ス

ポ

ッ
ト
の
あ
る
ま
ち

様
々
な
食
を
楽
し
め
る
ま

ち 自
分
の
居
場
所
を
見
出
せ

る
ま
ち

人
と
出
会
う
チ

ャ
ン
ス
が

あ
る
ま
ち

多
様
な
住
民
が
住
む
ま
ち

創
造
的
な
市
民
が
多
く
住

む
ま
ち

【中学校区】
第一中学校区（N=243） 21.4 21.0 31.3 14.8 16.0 28.0 23.9 17.7 9.1 8.6
第二中学校区（N=93） 32.3 32.3 26.9 17.2 17.2 35.5 21.5 16.1 9.7 5.4
鳴門中学校区（N=48） 25.0 20.8 29.2 16.7 10.4 27.1 31.3 16.7 12.5 10.4
瀬戸中学校区（N=65） 27.7 24.6 36.9 16.9 21.5 29.2 15.4 24.6 10.8 12.3
大麻中学校区 （N=100） 30.0 31.0 43.0 13.0 19.0 32.0 24.0 14.0 6.0 4.0

地
域
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
が

根
付
く
ま
ち

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
ま
ち

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
が

盛
ん
な
ま
ち

美
し
い
景
観
・
街
並
み
の

あ
る
ま
ち

都
会
的
な
喧
騒
が
心
地
よ

い
ま
ち

身
近
に
自
然
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【中学校区】
第一中学校区（N=243） 21.4 41.6 20.6 35.8 1.6 44.0 3.3 3.3
第二中学校区（N=93） 25.8 36.6 21.5 43.0 3.2 39.8 4.3 4.3
鳴門中学校区（N=48） 22.9 31.3 12.5 37.5 4.2 52.1 4.2 2.1
瀬戸中学校区（N=65） 23.1 47.7 26.2 36.9 0.0 53.8 1.5 1.5
大麻中学校区 （N=100） 27.0 42.0 24.0 41.0 1.0 51.0 1.0 0.0

問 19 × 中学校区、居住年数 

中学校区別でみると、第二中学校区では「美しい景観・街並みのあるまち」、その他の中学校区

では「身近に自然を感じられるまち」が最も高くなっています。 

居住年数別でみると、10～20 年未満、30～40 年未満では「美しい景観・街並みのあるまち」、

50 年以上では「高齢者・障がい者にやさしいまち」、その他の居住年数では「身近に自然を感じら

れるまち」が最も高くなっています。 

 

50.1 

19.8 

32.1 

33.5 

20.2 

13.9 

11.2 

25.0 

47.7 

49.2 

45.0 

2.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる

場所があるまち

新しい文化に触れられる場所があるまち

歴史や文化・芸術が町並みにとけ込み、

自然に文化芸術に触れられるまち

伝統的な文化が大切にされ、

継承されているまち

自分好みのお店やスポットがあるまち

アーティストやクリエイターなど、

創造的な市民などがいるまち

多様なバックグランドを持つ市民を

受け容れ、共生するまち

地域コミュニティの活動が活発で、

引き継がれていくまち

子どもが文化に触れ、心豊かに

成長できるまち

高齢者や障がい者も垣根なく、安心して

豊かに暮らせるまち

身近に自然・歴史が感じられ、市民が

大切にしているまち

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 20．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるためには、どのようなまちであることが必要だ

と思いますか。次の中からお選びください。(MA) 

文化的なまちであるためにどのようなまちであることが必要だと思うかについてみると、「美術

や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち」が 50.1％と最も高く、次いで「高齢者や障が

い者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち」が 49.2％、「子どもが文化に触れ、心豊かに成長

できるまち」が 47.7％となっています。 
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45.7

16.7

29.0

30.3

17.6

10.9

11.3

18.6

43.9

42.1

41.6

4.5

3.2

53.1 

21.2 

34.4 

35.3 

21.8 

15.6 

11.0 

29.4 

50.9 

53.7 

47.2 

1.5 

2.1 

0% 20% 40% 60%

美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち

新しい文化に触れられる場所があるまち

歴史や文化・芸術が町並みにとけ込み、自然に文化芸術に
触れられるまち

伝統的な文化が大切にされ、継承されているまち

自分好みのお店やスポットがあるまち

アーティストやクリエイターなど、創造的な市民などがいるまち

多様なバックグランドを持つ市民を受け容れ、共生するまち

地域コミュニティの活動が活発で、引き継がれていくまち

子どもが文化に触れ、心豊かに成長できるまち

高齢者や障がい者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち

身近に自然・歴史が感じられ、市民が大切にしているまち

その他

不明・無回答

男性（N=221）

女性（N=326）

問 20 × 性別 

男女別でみると、男性は「美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち」が 45.7％と

最も高く、次いで「子どもが文化に触れ、心豊かに成長できるまち」が 43.9％、「高齢者や障がい

者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち」が 42.1％となっています。女性は「高齢者や障が

い者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち」が 53.7％と最も高く、次いで「美術や音楽を身

近に鑑賞・活動できる場所があるまち」が 53.1％、「子どもが文化に触れ、心豊かに成長できるま

ち」が 50.9％となっています。 

 

 （単位：％）

美
術
や
音
楽
を
身
近
に
鑑
賞
・

活
動
で
き
る
場
所
が
あ
る
ま
ち

新
し
い
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
場

所
が
あ
る
ま
ち

歴
史
や
文
化
・
芸
術
が
町
並
み

に
と
け
込
み

、
自
然
に
文
化
芸

術
に
触
れ
ら
れ
る
ま
ち

伝
統
的
な
文
化
が
大
切
に
さ

れ

、
継
承
さ
れ
て
い
る
ま
ち

自
分
好
み
の
お
店
や
ス
ポ

ッ
ト

が
あ
る
ま
ち

ア
ー

テ

ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー

な
ど

、
創
造
的
な
市
民
な

ど
が
い
る
ま
ち

多
様
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持

つ
市
民
を
受
け
容
れ

、
共
生
す

る
ま
ち

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
が

活
発
で

、
引
き
継
が
れ
て
い
く

ま
ち

子
ど
も
が
文
化
に
触
れ

、
心
豊

か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
垣
根
な

く

、
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

身
近
に
自
然
・
歴
史
が
感
じ
ら

れ

、
市
民
が
大
切
に
し
て
い
る

ま
ち

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【年齢】
20歳未満（N=8） 37.5 37.5 37.5 50.0 50.0 25.0 37.5 50.0 87.5 50.0 62.5 12.5 0.0
20～29歳（N=24） 66.7 20.8 33.3 25.0 33.3 12.5 4.2 12.5 45.8 25.0 41.7 12.5 4.2
30～39歳（N=48） 52.1 22.9 31.3 27.1 31.3 29.2 16.7 25.0 43.8 27.1 39.6 8.3 0.0
40～49歳（N=85） 58.8 25.9 36.5 36.5 23.5 24.7 10.6 23.5 61.2 40.0 44.7 1.2 1.2
50～59歳 （N=66） 42.4 18.2 37.9 30.3 19.7 18.2 12.1 24.2 40.9 45.5 42.4 0.0 3.0
60～69歳 （N=136） 47.8 16.9 32.4 33.1 14.7 8.8 11.0 21.3 44.9 50.7 50.0 2.2 2.2
70～79歳 （N=127） 47.2 14.2 30.7 31.5 17.3 7.1 9.4 29.1 42.5 59.1 46.5 1.6 2.4
80歳以上 （N=56） 50.0 25.0 21.4 42.9 16.1 5.4 10.7 30.4 55.4 69.6 39.3 1.8 7.1

（単位：％）

美
術
や
音
楽
を
身
近
に
鑑
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る
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新
し
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触
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や
文
化
・
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が
町
並
み

に
と
け
込
み

、
自
然
に
文
化
芸

術
に
触
れ
ら
れ
る
ま
ち

伝
統
的
な
文
化
が
大
切
に
さ

れ

、
継
承
さ
れ
て
い
る
ま
ち

自
分
好
み
の
お
店
や
ス
ポ

ッ
ト

が
あ
る
ま
ち

ア
ー

テ

ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー

な
ど

、
創
造
的
な
市
民
な

ど
が
い
る
ま
ち

多
様
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持

つ
市
民
を
受
け
容
れ

、
共
生
す

る
ま
ち

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
が

活
発
で

、
引
き
継
が
れ
て
い
く

ま
ち

子
ど
も
が
文
化
に
触
れ

、
心
豊

か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
垣
根
な

く

、
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

身
近
に
自
然
・
歴
史
が
感
じ
ら

れ

、
市
民
が
大
切
に
し
て
い
る

ま
ち

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【中学校区】
第一中学校区（N=243） 46.9 18.1 34.2 34.2 20.2 10.7 9.9 24.7 46.5 48.1 45.3 4.1 2.5
第二中学校区（N=93） 54.8 22.6 23.7 23.7 22.6 18.3 9.7 25.8 51.6 50.5 43.0 3.2 4.3
鳴門中学校区（N=48） 52.1 29.2 33.3 27.1 16.7 18.8 18.8 25.0 47.9 39.6 43.8 2.1 2.1
瀬戸中学校区（N=65） 47.7 15.4 29.2 35.4 26.2 16.9 18.5 24.6 44.6 60.0 43.1 1.5 3.1
大麻中学校区 （N=100） 53.0 18.0 36.0 42.0 16.0 13.0 8.0 26.0 50.0 47.0 49.0 0.0 1.0

問 20 × 年齢 

年齢別でみると、20歳未満、40～49 歳では「子どもが文化に触れ、心豊かに成長できるまち」、

20～29 歳、30～39 歳では「美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち」、その他の年

齢では「高齢者や障がい者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 × 中学校区 

中学校区別でみると、第二中学校区、鳴門中学校区、大麻中学校区では「美術や音楽を身近に

鑑賞・活動できる場所があるまち」、第一中学校区、瀬戸中学校区では「高齢者や障がい者も垣根

なく、安心して豊かに暮らせるまち」が最も高くなっています。 
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（単位：％）

美
術
や
音
楽
を
身
近
に
鑑
賞
・

活
動
で
き
る
場
所
が
あ
る
ま
ち

新
し
い
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
場

所
が
あ
る
ま
ち

歴
史
や
文
化
・
芸
術
が
町
並
み

に
と
け
込
み

、
自
然
に
文
化
芸

術
に
触
れ
ら
れ
る
ま
ち

伝
統
的
な
文
化
が
大
切
に
さ

れ

、
継
承
さ
れ
て
い
る
ま
ち

自
分
好
み
の
お
店
や
ス
ポ

ッ
ト

が
あ
る
ま
ち

ア
ー

テ

ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー

な
ど

、
創
造
的
な
市
民
な

ど
が
い
る
ま
ち

多
様
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持

つ
市
民
を
受
け
容
れ

、
共
生
す

る
ま
ち

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
活
動
が

活
発
で

、
引
き
継
が
れ
て
い
く

ま
ち

子
ど
も
が
文
化
に
触
れ

、
心
豊

か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
垣
根
な

く

、
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

身
近
に
自
然
・
歴
史
が
感
じ
ら

れ

、
市
民
が
大
切
に
し
て
い
る

ま
ち

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【居住年数】
５年未満（N=28） 57.1 21.4 42.9 39.3 14.3 21.4 14.3 14.3 64.3 25.0 46.4 0.0 0.0
５～10年未満（N=23） 34.8 21.7 21.7 21.7 34.8 26.1 21.7 13.0 30.4 43.5 39.1 4.3 8.7
10～20年未満（N=56） 58.9 23.2 44.6 30.4 35.7 26.8 14.3 32.1 62.5 42.9 50.0 3.6 0.0
20～30年未満（N=61） 55.7 16.4 39.3 36.1 19.7 14.8 13.1 21.3 41.0 37.7 41.0 8.2 0.0
30～40年未満 （N=121） 52.1 20.7 35.5 33.1 19.8 16.5 9.9 22.3 47.9 46.3 43.0 1.7 3.3
50年以上 （N=256） 46.5 19.1 25.4 33.6 16.8 7.8 9.4 27.7 45.3 57.0 46.9 2.0 3.1

問 20 × 居住年数 

居住年数別でみると、５年未満、10～20 年未満では「子どもが文化に触れ、心豊かに成長でき

るまち」、５～10 年未満、50 年以上では「高齢者や障がい者も垣根なく、安心して豊かに暮らせ

るまち」、20～30 年未満、30～40 年未満では「美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所がある

まち」が最も高くなっています。 

 

 

43.2 

26.3 

26.8 

27.6 

23.8 

44.5 

25.9 

34.6 

21.4 

39.6 

40.9 

23.4 

1.4 

3.1 

0% 20% 40% 60%

市内で行われている催しを鑑賞・体験する

サークル活動や趣味の集まりなど、

自分で文化的な活動を行う

地域コミュニティに参加し、地域を盛り上げる

市内の商店・飲食店でショッピングや飲食をする

日常的に文化的な物事に触れるようにする

史跡や自然を大切にする

新しい文化や考え方に関心を持つ

地域の歴史や伝統を大切にする

新しい住民や来鳴者に対して寛容になる

子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる

高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる

異なる文化や多様な価値観に触れ、お互いを認め合う

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 21．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、「市民自身」が行うとよいと思うことは

何ですか。次の中からお選びください。(MA) 

文化的なまちであるために「市民自身」が行うとよいことについてみると、「史跡や自然を大切

にする 」が 44.5％と最も高く、次いで「市内で行われている催しを鑑賞・体験する」が 43.2％、

「高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる」が 40.9％となっています。 
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39.4

23.5

24.9

24.0

25.3

48.0

23.5

35.7

23.1

36.2

37.1

20.4

2.7

2.7

46.0 

28.5 

28.5 

29.8 

22.4 

42.6 

27.6 

34.4 

20.6 

42.0 

42.9 

25.5 

0.6 

3.1 

0% 20% 40% 60%

市内で行われている催しを鑑賞・体験する

サークル活動や趣味の集まりなど、自分で文化的な活動
を行う

地域コミュニティに参加し、地域を盛り上げる

市内の商店・飲食店でショッピングや飲食をする

日常的に文化的な物事に触れるようにする

史跡や自然を大切にする

新しい文化や考え方に関心を持つ

地域の歴史や伝統を大切にする

新しい住民や来鳴者に対して寛容になる

子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる

高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる

異なる文化や多様な価値観に触れ、お互いを認め合う

その他

不明・無回答

男性（N=221）

女性（N=326）

問 21 × 性別 

男女別でみると、男性は「史跡や自然を大切にする」が 48.0％と最も高く、次いで「市内で行

われている催しを鑑賞・体験する」が 39.4％、「高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつく

る」が 37.1％となっています。女性は「市内で行われている催しを鑑賞・体験する」が 46.0％と

最も高く、次いで「高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる」が 42.9％、「史跡や自然を

大切にする」が 42.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％）

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
催
し

を
鑑
賞
・
体
験
す
る

サ
ー

ク
ル
活
動
や
趣
味
の
集

ま
り
な
ど

、
自
分
で
文
化
的

な
活
動
を
行
う

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
に
参
加

し

、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

市
内
の
商
店
・
飲
食
店
で

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
を
す

る 日
常
的
に
文
化
的
な
物
事
に

触
れ
る
よ
う
に
す
る

史
跡
や
自
然
を
大
切
に
す
る

新
し
い
文
化
や
考
え
方
に
関

心
を
持
つ

地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
大
切

に
す
る

新
し
い
住
民
や
来
鳴
者
に
対

し
て
寛
容
に
な
る

子
ど
も
に
文
化
的
な
体
験
を

さ
せ

、
親
し
み
を
持
た
せ
る

【年齢】
20歳未満（N=8） 50.0 37.5 50.0 75.0 37.5 50.0 37.5 37.5 50.0 62.5
20～29歳（N=24） 29.2 16.7 33.3 12.5 25.0 37.5 37.5 29.2 25.0 41.7
30～39歳（N=48） 52.1 25.0 20.8 39.6 25.0 37.5 39.6 31.3 27.1 47.9
40～49歳（N=85） 47.1 20.0 24.7 37.6 22.4 37.6 31.8 30.6 24.7 51.8
50～59歳 （N=66） 36.4 27.3 27.3 34.8 24.2 48.5 19.7 31.8 15.2 36.4
60～69歳 （N=136） 41.2 27.2 24.3 24.3 23.5 48.5 24.3 35.3 19.1 36.8
70～79歳 （N=127） 48.0 32.3 30.7 18.9 26.8 47.2 18.9 40.9 17.3 30.7
80歳以上 （N=56） 37.5 25.0 28.6 19.6 16.1 44.6 26.8 35.7 30.4 41.1

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
暮
ら

し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る

異
な
る
文
化
や
多
様
な
価
値

観
に
触
れ

、
お
互
い
を
認
め

合
う

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【年齢】
20歳未満（N=8） 75.0 62.5 0.0 0.0
20～29歳（N=24） 29.2 33.3 12.5 0.0
30～39歳（N=48） 18.8 33.3 2.1 0.0
40～49歳（N=85） 40.0 25.9 0.0 1.2
50～59歳 （N=66） 31.8 15.2 0.0 3.0
60～69歳 （N=136） 42.6 26.5 2.2 2.2
70～79歳 （N=127） 45.7 17.3 0.8 3.1
80歳以上 （N=56） 55.4 17.9 0.0 10.7

問 21 × 年齢 

年齢別でみると、20 歳未満では「市内の商店・飲食店でショッピングや飲食をする」、「高齢者

や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる」、20～29 歳、40～49 歳では「子どもに文化的な体験

をさせ、親しみを持たせる」、30～39 歳、70～79 歳では「市内で行われている催しを鑑賞・体験

する」、80 歳以上では「高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる」、その他の年齢では「史

跡や自然を大切にする」が最も高くなっています。 
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【居住年数】
５年未満（N=28） 50.0 28.6 28.6 35.7 25.0 57.1 42.9 32.1 21.4 46.4
５～10年未満（N=23） 43.5 21.7 21.7 34.8 26.1 21.7 39.1 26.1 30.4 39.1
10～20年未満（N=56） 51.8 25.0 30.4 30.4 28.6 44.6 30.4 41.1 32.1 46.4
20～30年未満（N=61） 37.7 24.6 27.9 21.3 18.0 45.9 29.5 34.4 18.0 36.1
30～40年未満 （N=121） 41.3 21.5 26.4 26.4 24.0 46.3 32.2 30.6 20.7 43.0
50年以上 （N=256） 43.0 30.5 25.8 27.0 24.2 44.5 18.4 36.7 19.9 35.9

【居住年数】
５年未満（N=28） 28.6 25.0 0.0 0.0
５～10年未満（N=23） 34.8 26.1 4.3 4.3
10～20年未満（N=56） 42.9 32.1 0.0 0.0
20～30年未満（N=61） 29.5 27.9 4.9 0.0
30～40年未満 （N=121） 39.7 28.1 0.0 2.5
50年以上 （N=256） 44.9 17.6 1.6 4.7

（単位：％）

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
催
し

を
鑑
賞
・
体
験
す
る

サ
ー

ク
ル
活
動
や
趣
味
の
集

ま
り
な
ど

、
自
分
で
文
化
的

な
活
動
を
行
う

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
に
参
加

し

、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

市
内
の
商
店
・
飲
食
店
で

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
を
す

る 日
常
的
に
文
化
的
な
物
事
に

触
れ
る
よ
う
に
す
る

史
跡
や
自
然
を
大
切
に
す
る

新
し
い
文
化
や
考
え
方
に
関

心
を
持
つ

地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
大
切

に
す
る

新
し
い
住
民
や
来
鳴
者
に
対

し
て
寛
容
に
な
る

子
ど
も
に
文
化
的
な
体
験
を

さ
せ

、
親
し
み
を
持
た
せ
る

【中学校区】
第一中学校区（N=243） 42.4 28.8 25.9 31.3 22.2 46.5 25.1 35.8 22.2 38.7
第二中学校区（N=93） 41.9 24.7 22.6 24.7 21.5 38.7 25.8 31.2 19.4 49.5
鳴門中学校区（N=48） 47.9 18.8 25.0 18.8 33.3 37.5 25.0 20.8 22.9 33.3
瀬戸中学校区（N=65） 46.2 21.5 35.4 29.2 26.2 46.2 24.6 36.9 23.1 33.8
大麻中学校区 （N=100） 42.0 30.0 30.0 24.0 24.0 49.0 30.0 42.0 21.0 39.0

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
暮
ら

し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る

異
な
る
文
化
や
多
様
な
価
値

観
に
触
れ

、
お
互
い
を
認
め

合
う

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

【中学校区】
第一中学校区（N=243） 41.6 21.4 1.6 3.7
第二中学校区（N=93） 45.2 24.7 2.2 4.3
鳴門中学校区（N=48） 31.3 29.2 2.1 2.1
瀬戸中学校区（N=65） 44.6 23.1 1.5 3.1
大麻中学校区 （N=100） 37.0 25.0 0.0 0.0

問 21 × 中学校区、居住年数 

中学校区別でみると、第二中学校区では「子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる」、

鳴門中学校区、瀬戸中学校区では「市内で行われている催しを鑑賞・体験する」、その他の中学校

区では「史跡や自然を大切にする」が最も高くなっています。 

居住年数別でみると、５～10年未満、10～20 年未満では「市内で行われている催しを鑑賞・体

験する」、50 年以上では「高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる」、その他の居住年数

では「史跡や自然を大切にする」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.1 

31.2 

50.8 

36.4 

29.9 

20.5 

23.1 

27.2 

23.8 

30.8 

25.2 

5.8 

2.9 

5.4 

0% 20% 40% 60%

文化施設にて、より多くの事業を行う

文化施設にて、より質の高い事業を行う

子どもが文化的な体験・活動ができる事業を行う

高齢者や障がい者などに配慮した事業を行う

市民や民間団体等が文化的な活動をするための

場所を整備する

市民や民間団体等の文化的活動について

積極的にPRを行う

市民や民間団体等の文化的活動を充実させるための

助成を行う

地域コミュニティが持続的に活動できるよう支援する

新しい住民が地域コミュニティに参加しやすいようにする

地域の伝統行事や文化財を保護し、次世代に継承する

鳴門市の文化的な魅力を広く周知する

（シティプロモーション）

行政よりも市民や民間団体等に委ねる方がよい

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 22．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、「行政」が行うとよいと思うことは何で

すか。次の中からお選びください。(MA) 

文化的なまちであるために「行政」が行うとよいことについてみると、「子どもが文化的な体験・

活動ができる事業を行う」が 50.8％と最も高く、次いで「高齢者や障がい者などに配慮した事業

を行う」が 36.4％、「文化施設にて、より質の高い事業を行う」が 31.2％となっています。 
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32.3

13.3

2.9

45.2

16.9

20.2

22.7

1.6

14.8

3.1

4.1

51.2

33.9

10.6

35.3

33.7

42.0

45.6

14.1

42.0

9.5

8.5

11.2

25.2

24.5

10.1

25.9

23.8

22.3

26.5

21.4

17.1

12.6

3.2

24.3

56.9

6.8

20.7

11.9

6.7

54.6

19.1

66.8

71.2

2.2

3.2

5.0

2.5

2.7

2.2

2.7

3.2

2.7

3.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会の開催

② 文化展・市展・芸能祭・なると市民文芸等

の鳴門市文化協会の活動

③ 鳴門市文化月間（５月15日から１か月間）

④ ベートーヴェン「第九」アジア初演の地

⑤ 「板東俘虜収容所関係資料」

ユネスコ世界の記憶登録への取組み

⑥ 「四国八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録

への取組み

⑦ 「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録への取組み

⑧ ドイツ語講座・中国語講座・市民文化講座

⑨ 鳴門のまつり

⑩ 鳴門再発見子どもバス

⑪ 美術と工作で遊ぼう N＊CAP

よく知っている 知っている

聞いたことがある 知らない

不明・無回答

全体（N=555）

問 23. あなたは、鳴門市の文化的な事業や歴史等について知っていますか。(SA) 

鳴門市の文化的な事業や歴史等の認知度についてみると、【① ベートーヴェン「第九」交響曲

演奏会の開催】【④ ベートーヴェン「第九」アジア初演の地】【⑦ 「鳴門海峡の渦潮」世界遺産

登録への取組み】で『認知している』（「よく知っている」「知っている」「聞いたことがある」の合

計）が９割以上となっています。 

また、【③ 鳴門市文化月間（５月 15 日から１か月間）】【⑧ ドイツ語講座・中国語講座・市

民文化講座】【⑩ 鳴門再発見子どもバス】【⑪ 美術と工作で遊ぼう N＊CAP】は『認知してい

る』よりも「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.4 

15.9 

5.0 

33.9 

36.4 

3.8 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ドイツ・リューネブルク市

中国・青島（ちんたお）市

中国・張家界（ちょうかかい）市

群馬県桐生市

福島県会津若松市

沖縄県上野村（現宮古島市）

不明・無回答

全体（N=555）

５．国内外の「友好都市」との交流についてお聞かせください。 

問 24. 鳴門市の国内外の「友好都市」のうち、あなたが知っている都市はどこですか。次の中か

らお選びください。(MA) 

国内外の「友好都市」のうち、知っている都市についてみると、「ドイツ・リューネブルク市」

が 91.4％と最も高く、次いで「福島県会津若松市」が 36.4％、「群馬県桐生市」が 33.9％となっ

ています。 
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84.5 

3.8 

42.0 

8.1 

4.3 

17.8 

1.8 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ドイツ・リューネブルク市との親善使節団・

青少年使節団の相互訪問等の交流

中国・張家界（ちょうかかい）市との経済・観光・文化等の

分野での交流

板東俘虜収容所所長 松江豊壽氏の故郷で

ある、福島県会津若松市との文化・産業等の

分野での交流

市国際交流員による市民向け無料外国語講座の開講

（ドイツ語・中国語）

市国際交流員による出前講座の開講

（ドイツ文化・中国文化）

鳴門日独友好協会、鳴門日中友好協会の活動

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 25．あなたは、鳴門市の国内・国際交流事業について知っていますか。知っているものをお

選びください。(MA) 

国内・国際交流事業の認知度についてみると「ドイツ・リューネブルク市との親善使節団・青

少年使節団の相互訪問等の交流」が 84.5％と最も高く、次いで「板東俘虜収容所所長 松江豊壽

氏の故郷である、福島県会津若松市との文化・産業等の分野での交流」が 42.0％、「鳴門日独友好

協会、鳴門日中友好協会の活動」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.5 

36.9 

18.6 

20.2 

17.8 

10.8 

2.9 

11.2 

0% 20% 40% 60%

子どもたちの交流の機会を増やしてほしい

外国の文化を学ぶ機会を増やしてほしい

友好都市の人たちと直接交流できる

機会を増やしてほしい

外国語の勉強に役立つような

機会を増やしてほしい

友好都市のことをもっと詳しく知ることが

できるセミナー等をしてほしい

ホームステイや通訳などのボランティア

活動を推進してほしい

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 26．あなたは、鳴門市と「友好都市」との交流にどのようなことを望みますか。次の中から

お選びください。(MA) 

「友好都市」との交流にどのようなことを望むかについてみると、「子どもたちの交流の機会を

増やしてほしい」が 51.5％と最も高く、次いで「外国の文化を学ぶ機会を増やしてほしい」が

36.9％、「外国語の勉強に役立つような機会を増やしてほしい」が 20.2％となっています。 
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80.9

28.8

68.6

10.5

23.6

63.6

71.7

14.8

63.4

24.7

80.9

68.1

30.1

22.2

4.3

7.7

6.7

8.6

8.3

6.3

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 鳴門市文化会館

② 鳴門市賀川豊彦記念館

③ 鳴門市ドイツ館

④ トリーデなると

⑤ 市民ギャラリー（本庁２階）

⑥ 鳴門市民会館

⑦ 鳴門市立図書館

利用したことがある 利用したことはない 不明・無回答

全体（N=555）

６．鳴門市の文化施設についてお聞かせください。 

問 27. あなたは、次の鳴門市内の文化施設を利用したことがありますか。各項目について「利用

したことがある」「利用したことはない」のどちらかをお選びください。(SA) 

文化施設の利用経験の有無についてみると、【① 鳴門市文化会館】【③ 鳴門市ドイツ館】【⑥ 

鳴門市民会館】【⑦ 鳴門市立図書館】で「利用したことがある」が６割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.1

21.3

8.0

46.5

30.7

24.0

10.6

0.0

0.3

0.7

0.2

0.0

0.6

0.0

0.0

0.6

0.7

0.2

0.5

0.6

4.9

2.4

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

4.9

79.3

76.1

84.7

49.9

64.8

72.5

72.4

4.9

5.7

8.0

6.7

7.1

6.0

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 鳴門市文化会館（N=82）

② 鳴門市賀川豊彦記念館

（N=352）

③ 鳴門市ドイツ館（N=137）

④ トリーデなると（N=449）

⑤ 市民ギャラリー（本庁２階）

（N=378）

⑥ 鳴門市民会館（N=167）

⑦ 鳴門市立図書館（N=123）

施設の存在やサービスを知らない

施設、サービス、料金等に不満がある

他の自治体等の施設を利用している

民間の類似施設を利用している

利用する必要・機会がない

不明・無回答

問 27. 利用したことのない理由(MA) 

利用したことのない理由についてみると、すべての項目で「利用する必要・機会がない」が最

も高く、【⑤ 市民ギャラリー（本庁２階）】【④ トリーデなると】で「施設の存在やサービスを

知らない」が３割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



71 

31.2 

12.8 

31.2 

16.9 

28.8 

34.4 

5.2 

16.8 

18.0 

23.4 

2.3 

10.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

身近に文化に触れられる施設

新しい文化に触れられる施設

子どもが文化に触れられる施設

市民の文化活動の拠点となる施設

高齢者や障がい者にも配慮した施設

市民の憩いの場となる施設

多くの市民が一堂に集会できる施設

他の自治体にないユニークな施設

市の文化的なシンボルとなる施設

市外から多くの人が訪れる施設

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 28．あなたは、鳴門市にどのような特徴を持った施設があるとよいと思いますか。次の中か

らお選びください。(MA) 

どのような特徴を持った施設があるとよいかについてみると、「市民の憩いの場となる施設」が

34.4％と最も高く、次いで「身近に文化に触れられる施設」、「子どもが文化に触れられる施設」

が 31.2％、「高齢者や障がい者にも配慮した施設」が 28.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0 

21.4 

45.4 

22.9 

18.9 

9.7 

14.4 

9.7 

43.4 

36.8 

25.4 

13.3 

1.6 

4.7 

0% 20% 40% 60%

一流のアーティストや作家を招いた

芸術性の高い事業

新しい文化や考え方に触れることのできる事業

市外からも多くの人が訪れるような

集客力のある事業

伝統的な文化に触れることのできる事業

若いアーティストや作家の育成

市内在住のアーティストや作家との連携

市内で活動する団体や個人への支援

市民と一緒に企画・実施する事業

子どもが鑑賞や文化的な体験ができる事業

高齢者や障がい者も参加しやすい事業

経済的に恵まれていない人も鑑賞しやすい事業

学校やコミュニティセンター等に出張して行う

地域連携事業

その他

不明・無回答

全体（N=555）

問 29. あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、鳴門市の文化施設で行ってほしい事業

を次の中からお選びください。(MA) 

文化的なまちであるために、文化施設で行ってほしい事業についてみると、「市外からも多くの

人が訪れるような集客力のある事業 」が 45.4％と最も高く、次いで「一流のアーティストや作家

を招いた芸術性の高い事業」が 45.0％、「子どもが鑑賞や文化的な体験ができる事業 」が 43.4％

となっています。 
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72.6 

42.2 

19.3 

28.1 

3.6 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80%

利便性を高める

（客席・トイレ・楽屋・リハーサル室など）

環境にやさしい施設にする

（照明のLED化など）

できるだけ経費を節減する

文化的価値を維持できるよう配慮する

その他

不明・無回答

全体（N=555）

７．鳴門市文化会館についてお聞かせください。 

問 30．耐震改修工事とあわせて設備等の改修工事を予定しています。工事実施にあたり、重要視

するとよいと思うものを次の中からお選びください。(MA) 

工事実施にあたり重要視するとよいものについてみると、「利便性を高める（客席・トイレ・楽

屋・リハーサル室など）」が 72.6％と最も高く、次いで「環境にやさしい施設にする（照明の LED

化など）」が 42.2％、「文化的価値を維持できるよう配慮する」が 28.1％となっています。 
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問６．あなたの世帯構成をおしえてください。（〇はひとつ） 

 

 

 

 

 

 
 
 
問７．あなたは、仕事や家業、家事等のほか、趣味や自分の楽しみのために使える時間が 

十分にとれていると思いますか。（〇はひとつ） 

 

 

 

 

 
 
 
問８．あなたは、お住まいの地域で何らかの活動を行っていますか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．スポーツ活動に参加している  

２．音楽や美術など、文化的な活動に参加している  

 ３．子育て支援にかかわっている  

４．高齢者や障がい者福祉に関する活動にかかわっている  

５．防災・防犯に関する活動にかかわっている  

６．地域の環境美化活動等に参加している 

７．コミュニティセンターや暮らしのサポートセンターの活動にかかわっている  

 ８．市内で活動するNPO活動にかかわっている 

９．幼稚園・保育園・小学校などのＰＴＡ・保護者会活動にかかわっている  

１０．地域のお祭りに神輿の担ぎ手や芸能の演者として参加している  

１１．美術や音楽などの芸術を鑑賞している 

１２．その他（                              ）  

１３．地域活動はしていない 

 １．ひとり暮らし           ２．夫婦のみ 

３．二世代が同居（親と子など）    ４．三世代が同居（親と子と孫など）   

５．その他（             ） 

 １．十分とれている      ２．どちらかといえばとれている 

３．あまりとれていない    ４．ほとんどとれていない 

鳴門市文化芸術に関する市民アンケート調査 調査票 

 

 

問１．あなたの性別をおしえてください。（〇はひとつ）※自認する性別をお答えください。 

 

 

問２．あなたの年齢をおしえてください。（〇はひとつ） 

 

 

 

 
 

問３．あなたの現在のご職業をおしえてください。（〇はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

問４．あなたの住んでいる地域はどこですか。（〇はひとつ） 

 

 

 

※ 撫養町川西地区（木津、南浜、斎田、黒崎、大桑島、小桑島） 

※ 撫養町川東地区（林崎、北浜、弁財天、岡崎、立岩） 

※ 大麻町堀江地区（姫田、大谷、池谷、松村、高畑、牛屋島、東馬詰、中馬詰、西馬詰、市場） 

※ 大麻町板東地区（萩原、三俣、川崎、津慈、桧、板東） 
 
問５．あなたは、鳴門市に居住して何年になりますか。（〇はひとつ） 

 

 

１．男性     ２．女性     ３．（             ） 

 １．２０歳未満     ２．２０～２９歳    ３．３０～３９歳  

 ４．４０～４９歳    ５．５０～５９歳    ６．６０～６９歳 

 ７．７０～７９歳    ８．８０歳以上 

 １．５年未満       ２．５～１０年未満    ３．１０～２０年未満  

 ４．２０～３０年未満   ５．３０～４０年未満   ６．５０年以上 

 １．会社員・公務員・団体職員     ２．派遣社員・パート・アルバイト 

 ３．自営・自由業           ４．家事従事（主婦・主夫） 

５．学生               ６．無職 

 ７．その他（                              ） 

 １．撫養町川西地区     ２．撫養町川東地区     ３．里浦町 

 ４．鳴門町         ５．大津町         ６．瀬戸町 

７．大麻町堀江地区     ８．大麻町板東地区     ９．北灘町 

Ⅰ．あなたご自身のことについてお聞かせください。 
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問９．あなたは、日常生活の中で文化芸術活動に参加したり、鑑賞することを、どの程度 

重要だと思いますか。選択肢のうち、最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

 

 

 

 
 

問１０．あなたが好きな文化ジャンルに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

     【 文芸 】           【 芸能 】             【 音楽 】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

                   【 伝統芸能 】 

【 美術 】 
 
 
                                 
 

                                                  【 生活文化 】 

                            

                                                  

               

                                    
 
 
 
 
 
 
 

【 その他舞台芸術 】 

                      
 
 
 
 
 
 

 

 

Ⅱ．文化芸術活動・鑑賞※についてお聞かせください。 

※文化芸術活動とは、お稽古事や趣味、合唱や演奏、ダンスなどを主体的に行うことで、 

鑑賞とは、芸術作品などを見たり聞いたり読んだりすることをいいます。 

１．とても重要と思う  ２．どちらかといえば重要と思う  ３．どちらともいえない 

４．あまり重要と思わない  ５．まったく重要と思わない  ６．わからない 

７．日本画 

８．洋画 

９．水墨画 

１０．版画 

１１．写真 

１２．陶芸 

１３．彫刻 

１４．硝子工芸 

１５．紙工芸 

１６．染織 

１７．その他 

 （         ） 

１．俳句 

２．短歌 

３．川柳 

４．詩 

５．小説 

６．その他 

（        ） 

１８．落語 

１９．漫才･コント 

２０．浪曲 

２１．漫談 

２２．講談 

２３．マジック 

２４．その他 

 （         ） 

４６．茶道 

４７．華道 

４８．書道 

４９．手芸 

５０．園芸 

５１．盆栽 

５２．ペン字 

５３．料理 

５４．ファッション 

５５．フラワーデザイン 

５６．その他 

（              ） 

３６．クラシック音楽 

３７．邦楽･洋楽 

３８．詩吟 

３９．民謡 

４０．謡曲 

４１．声楽 

４２．吹奏楽 

４３．和楽器 

４４．洋楽器 

４５．その他 

 （         ） ２５．文楽 

２６．雅楽 

２７．歌舞伎 

２８．日本舞踊 

２９．能･狂言 

３０．日本民踊 

３１．その他 

（              ） 

３２．ダンス･バレエ 

３３．演劇･ミュージカル･ｵﾍﾟﾗ 

３４．人形劇 

３５．その他 

（              ） 

   【 国民娯楽 】       【 メディア芸術 】       【 文化財等 】 

   

                   

 

 
 

 
 
 

【 地域伝統芸能 】                      【 その他 】 

 

 

 

 

 
 
 

問１１．あなたは、この一年間で主にどこで文化芸術活動を行いましたか。（〇は１つ） 

 

 

 
 
 
 

問１２－１．問１１で１または２を選択した方にお聞きします。あなたは、どのジャンルの     

文化芸術活動を行いましたか。次の中からお選びください。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 
 
 

問１２－２．問１１で１または２を選択した方にお聞きします。文化芸術活動を行うきっか

けについて、次の中からお選びください。（〇は２つまで） 

（〇は３つまで） 

 

 

 

 
 
 

問１２－３．問１１で３を選択した方にお聞きします。あなたが文化芸術活動を行わない

（できない）理由を次の中からお選びください。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

５７．囲碁･将棋 

５８．チェス･オセロ 

５９．カラオケ 

６０．その他 

（        ） 

６１．阿波踊り 

６２．地域の祭り 

６３．その他 

（        ） 

７１．史跡・遺跡 

７２．建築物･仏像 

７３．古い町並み 

７４．その他 

（        ） 

６４．映画 

６５．漫画 

６６．アニメーション 

６７．ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 

６８．ゲーム 

６９．映像編集 

７０．その他 

（        ） 
７５．地域の歴史 

７６．その他 

（        ） 

７７．特にない 

１．鳴門市内  問１２－１、２へ    ２．鳴門市外  問１２－１、２へ 

３．活動しなかった  問１２－３へ 

 

１．文芸         ２．美術      ３．芸能     ４．伝統芸能 

５．その他舞台芸術   ６．音楽      ７．生活文化   ８．国民娯楽 

９．地域伝統芸能  １０．メディア芸術  １１．文化財等  １２．その他 

１．知人に誘われたから         ２．以前から興味があったから   

３．家族など近親者が活動していたから  ４．公演や展覧会を鑑賞して 

５．なんとなく             ６．その他（           ） 

１．時間的余裕がない  ２．文化芸術活動に興味がない  ３．活動する仲間がいない   

４．身近に教室･講座がない ５．近隣で活動できる場所がない  ６．金銭的な理由 

７．活動に関する情報がない   ８．その他（                 ） 
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問１３．あなたは、この一年間で文化芸術を鑑賞しましたか。次の中からお選びください。

（○は1つ） 

 

 

 

 

 

 

問１４－１．問１３で１または３を選択した方にお聞きします。あなたが鳴門市内で鑑賞し

た文化ジャンルを、問１０のジャンル番号から選んでお答えください。 

 

 

 
 

問１４－２．問１３で２または３を選択した方にお聞きします。あなたが鳴門市外で鑑賞し

た文化ジャンルを、問１０のジャンル番号から選んでお答えください。 

 

 

 
 
 

問１４－３．問１３で４を選択した方にお聞きします。あなたが文化芸術を鑑賞しなかった 

（できなかった）理由を次の中からお選びください。（〇は３つまで） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

問１５．あなたが文化芸術活動や鑑賞を行う目的は何ですか。次の中からお選びください。

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 
 
 
 

問１６．あなたは、どれくらいの頻度で文化芸術活動を行ったり鑑賞したりしていますか。

次の中からお選びください。（○は１つ） 

 

 

 

 

１．鳴門市内で鑑賞した  問１４－１へ 

２．鳴門市外で鑑賞した  問１４－２へ 

３．どちらも鑑賞した  問１４－１、２へ    ４．鑑賞しなかった  問１４－３へ 

（回答例：４、８、１０、１１、４９、６１） 

 

（回答例：４、８、１０、１１、４９、６１） 

 

１．時間的余裕がない          ２．文化芸術に興味がない 

３．入館料等が高い          ４．会場が遠い、交通の便が悪い 

５．鑑賞できる公演や展覧会がない   ６．身体的な理由 

７．その他（                               ） 

１．自分の教養を高めるため   ２．自分の趣味、余暇を楽しむため 

３．家族、親族などのため    ４．交流を広げるため 

５．仕事に役立てるため     ６．その他（               ） 

１．ほぼ毎日     ２．週に１～２回     ３．月に１～２回 

４．年に数回程度   ５．活動していない 

 
 
 

問１７．あなたは、日常生活の中で優れた文化芸術を鑑賞したり、自ら文化芸術活動を行っ

たりすることについてどのように思いますか。次の中からお選びください。 

（○は１つ） 

 

 

 

 
 

問１８．あなたは、社会において、文化芸術はどのような効果をもっていると思いますか。

次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

問１９．あなたがイメージする「生きがいあふれるまち なると」とはどのようなものです

か。次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．鳴門市の文化振興についてお聞かせください。 

 

Ⅲ．文化芸術の価値についてお聞かせください。 

 

１．非常に大切       ２．ある程度大切    ３．あまり大切ではない 

４．まったく大切ではない  ５．わからない 

１．豊かな感情や情緒、人の考えを深く理解する能力などを育む  

２．精神的な満足感や生きる力（生きがい）を与える  

３．人々の心にゆとりと豊かさをもたらし、社会に安心や安定をもたらす  

４．産業・環境・福祉・教育など様々な分野と協力しながら魅力をつくり出す  

５．社会の問題を明らかにしたり、新しい発見を促す  

６．社会にとってあまり大きな役割は果たしていない  

７．その他（                            ） 

１．身近に美術を楽しめるまち       ２．身近に音楽を楽しめるまち  

３．歴史や伝統を感じられるまち      ４．新しい価値観に触れられるまち  

５．知る人ぞ知る店やスポットのあるまち  ６．様々な食を楽しめるまち  

７．自分の居場所を見出せるまち      ８．人と出会うチャンスがあるまち  

９．多様な住民が住むまち        １０．創造的な市民が多く住むまち  

１１．地域にコミュニティが根付くまち   １２．高齢者・障がい者にやさしいまち  

１３．地域のイベント・祭が盛んなまち   １４．美しい景観・街並みのあるまち  

１５．都会的な喧騒が心地よいまち     １６．身近に自然を感じられるまち 

１７．その他（                             ） 
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問２０．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるためには、どのようなまちであることが必

要だと思いますか。次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問２１．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、「市民自身」が行うとよいと思う

ことは何ですか。次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．美術や音楽を身近に鑑賞・活動できる場所があるまち 

２．新しい文化に触れられる場所があるまち 

３．歴史や文化・芸術が町並みにとけ込み、自然に文化芸術に触れられるまち 

４．伝統的な文化が大切にされ、継承されているまち  

５．自分好みのお店やスポットがあるまち 

６．アーティストやクリエイターなど、創造的な市民などがいるまち  

７．多様なバックグランドを持つ市民を受け容れ、共生するまち  

８．地域コミュニティの活動が活発で、引き継がれていくまち  

９．子どもが文化に触れ、心豊かに成長できるまち 

１０．高齢者や障がい者も垣根なく、安心して豊かに暮らせるまち  

１１．身近に自然・歴史が感じられ、市民が大切にしているまち 

１２．その他（                              ） 

１．市内で行われている催しを鑑賞・体験する 

２．サークル活動や趣味の集まりなど、自分で文化的な活動を行う 

３．地域コミュニティに参加し、地域を盛り上げる  

４．市内の商店・飲食店でショッピングや飲食をする  

５．日常的に文化的な物事に触れるようにする  

６．史跡や自然を大切にする  

７．新しい文化や考え方に関心を持つ  

８．地域の歴史や伝統を大切にする  

９．新しい住民や来鳴者に対して寛容になる  

１０．子どもに文化的な体験をさせ、親しみを持たせる  

１１．高齢者や障がい者が暮らしやすい雰囲気をつくる  

１２．異なる文化や多様な価値観に触れ、お互いを認め合う  

１３．その他（                              ） 

問２２．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、「行政」が行うとよいと思うこと

は何ですか。次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問２３．あなたは、鳴門市の文化的な事業や歴史等について知っていますか。 
 

項    目 

よ
く
知
っ
て
い
る 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

① ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会の開催 １ ２ ３ ４ 

② 文化展・市展・芸能祭・なると市民文芸等の鳴門市文化協会の活動 １ ２ ３ ４ 

③ 鳴門市文化月間（5月 15日から1か月間） １ ２ ３ ４ 

④ ベートーヴェン「第九」アジア初演の地 １ ２ ３ ４ 

⑤ 「板東俘虜収容所関係資料」ユネスコ世界の記憶登録への取組み １ ２ ３ ４ 

⑥ 「四国八十八箇所霊場と遍路道」世界遺産登録への取組み １ ２ ３ ４ 

⑦ 「鳴門海峡の渦潮」世界遺産登録への取組み １ ２ ３ ４ 

⑧ ドイツ語講座・中国語講座・市民文化講座 １ ２ ３ ４ 

⑨ 鳴門のまつり １ ２ ３ ４ 

⑩ 鳴門再発見子どもバス １ ２ ３ ４ 

⑪ 美術と工作で遊ぼう N＊CAP １ ２ ３ ４ 

１．文化施設にて、より多くの事業を行う  

２．文化施設にて、より質の高い事業を行う  

３．子どもが文化的な体験・活動ができる事業を行う  

４．高齢者や障がい者などに配慮した事業を行う  

５．市民や民間団体等が文化的な活動をするための場所を整備する  

６．市民や民間団体等の文化的活動について積極的に PRを行う 

７．市民や民間団体等の文化的活動を充実させるための助成を行う 

８．地域コミュニティが持続的に活動できるよう支援する  

９．新しい住民が地域コミュニティに参加しやすいようにする  

１０．地域の伝統行事や文化財を保護し、次世代に継承する  

１１．鳴門市の文化的な魅力を広く周知する（シティプロモーション）  

１２．行政よりも市民や民間団体等に委ねる方がよい 

１３．その他（                              ） 
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問２４．鳴門市の国内外の「友好都市」のうち、あなたが知っている都市はどこですか。次

の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 
 

問２５．あなたは、鳴門市の国内・国際交流事業について知っていますか。知っているもの

をお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問２６．あなたは、鳴門市と「友好都市」との交流にどのようなことを望みますか。次の中

からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．国内外の「友好都市」との交流についてお聞かせください。 

  ※「友好都市」とは、親善と交流を目的として提携書等を交わしている国内外の都市のこ

とで、外国や国内の他地域の人々と市民参加の交流をしています。 

１．子どもたちの交流の機会を増やしてほしい 

２．外国の文化を学ぶ機会を増やしてほしい 

３．友好都市の人たちと直接交流できる機会を増やしてほしい 

４．外国語の勉強に役立つような機会を増やしてほしい  

５．友好都市のことをもっと詳しく知ることができるセミナー等をしてほしい 

６．ホームステイや通訳などのボランティア活動を推進してほしい 

７．その他（                              ） 

 １．ドイツ・リューネブルク市との親善使節団・青少年使節団の相互訪問等の交流 

 ２．中国・張家界（ちょうかかい）市との経済・観光・文化等の分野での交流 

 ３．板東俘虜収容所所長 松江豊壽氏の故郷である、福島県会津若松市との文化・産

業等の分野での交流 

 ４．市国際交流員による市民向け無料外国語講座の開講（ドイツ語・中国語） 

 ５．市国際交流員による出前講座の開講（ドイツ文化・中国文化） 

 ６．鳴門日独友好協会、鳴門日中友好協会の活動 

 ７． その他（                              ）  

１．ドイツ・リューネブルク市      ２．中国・青島（ちんたお）市 

３．中国・張家界（ちょうかかい）市   ４．群馬県桐生市 

５．福島県会津若松市          ６．沖縄県上野村（現宮古島市） 

 
 
 
 

問２７．あなたは、次の鳴門市内の文化施設を利用したことがありますか。各項目について

「１」「２」のどちらかをお選びください。「２」を選んだ場合は、その理由につい

て施設ごとに「ア」～「オ」の中から理由をお選びください。（○は２つまで） 
 

施     設 

利用状況 利用したことのない理由 

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

利
用
し
た
こ
と
は
な
い 

 

施
設
の
存
在
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な
い 

施
設
、
サ
ー
ビ
ス
、
料
金
等
に
不
満
が
あ
る 

 

他
の
自
治
体
等
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

 

民
間
の
類
似
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

 

利
用
す
る
必
要
・
機
会
が
な
い 

① 鳴門市文化会館 １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ② 鳴門市賀川豊彦記念館 １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ③ 鳴門市ドイツ館 １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ④ トリーデなると １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ⑤ 市民ギャラリー（本庁2階） １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ⑥ 鳴門市民会館 １ ２ ア イ ウ エ オ 

 ⑦ 鳴門市立図書館 １ ２ ア イ ウ エ オ 

 
 

問２８．あなたは、鳴門市にどのような特徴を持った施設があるとよいと思いますか。次の

中からお選びください。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ．鳴門市の文化施設についてお聞かせください。 

 

１．身近に文化に触れられる施設     ２．新しい文化に触れられる施設 

３．子どもが文化に触れられる施設    ４．市民の文化活動の拠点となる施設 

５．高齢者や障がい者にも配慮した施設  ６．市民の憩いの場となる施設 

７．多くの市民が一堂に集会できる施設  ８．他の自治体にないユニークな施設 

９．市の文化的なシンボルとなる施設  １０．市外から多くの人が訪れる施設 

１１．その他（                               ） 
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問２９．あなたは、鳴門市が文化的なまちであるために、鳴門市の文化施設で行ってほしい

事業を次の中からお選びください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問３０．耐震改修工事とあわせて設備等の改修工事を予定しています。工事実施にあたり、

重要視するとよいと思うものを次の中からお選びください。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．一流のアーティストや作家を招いた芸術性の高い事業 

２．新しい文化や考え方に触れることのできる事業  

３．市外からも多くの人が訪れるような集客力のある事業  

４．伝統的な文化に触れることのできる事業  

５．若いアーティストや作家の育成  

６．市内在住のアーティストや作家との連携  

７．市内で活動する団体や個人への支援  

８．市民と一緒に企画・実施する事業  

９．子どもが鑑賞や文化的な体験ができる事業  

１０．高齢者や障がい者も参加しやすい事業  

１１．経済的に恵まれていない人も鑑賞しやすい事業  

１２．学校やコミュニティセンター等に出張して行う地域連携事業  

１３．その他（                              ）  

１４．特にない 

Ⅶ．鳴門市文化会館についてお聞かせください。 

※ 鳴門市文化会館は、昭和５７年に建築家の増田友也氏（1914～1981 年）の設計によ
り建築されました。 
築３６年が経過し、耐震化及び建物、設備等の老朽化に伴う対策が必要な状況であり、

安全性を確保するため、令和３年４月より休館し、耐震改修工事の実施に向けた検討を進
める方針に決定しました。 

１．利便性を高める（客席・トイレ・楽屋・リハーサル室など） 

２．環境にやさしい施設にする（照明のLED化など） 

３．できるだけ経費を節減する 

４．文化的価値を維持できるよう配慮する 

５．その他（                               ） 

問３１．鳴門市文化会館について、ご意見やご要望をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

Ⅷ．鳴門市の文化政策・文化振興、文化施設などについて、ご意見やご要望をご自由に 

お書きください。 

 

鳴門市公認キャラクター 

フロイデ君 
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鳴門市文化のまちづくり条例 

平成１８年１２月２５日  

条例第５１号  

 

鳴門市は、市制施行当初から「観光と文化」による都市形成を目指し、文化に

ついて重きをおいてきた。  

鳴門の渦潮に代表される雄壮で風光明媚な自然は、全国の著名な文化人を魅了

し、感動を与え、数多くの文化芸術作品を生み出してきた。  

また、古くから本州と四国を結ぶ交通の要衝として栄えるとともに、豊かな自

然に育まれた農業や漁業のほか、製塩業をはじめとする産業を有する経済環境に

も恵まれていたため、あらゆる文物がいち早く伝えられた。  

更に、四国霊場八十八カ所巡礼の出発点であり、お遍路さんへのお接待によっ

て育まれた人情味溢れる土地柄と、江戸時代から庶民中心に発展してきた社会

は、豊穣な地域の伝統を培うとともに、多様な文化を積極的に取り入れることに

より、個性ある文化を育て、市民はこれを誇りとし、受け継いできた。中でも、

第１次世界大戦時の板東俘虜収容所で、ドイツ兵によって日本で初めて演奏され

たベートーヴェン「交響曲第９番」は、市民によって歌い継がれ、平和を願う

「歓喜の歌声」を高らかに響かせている。  

このような鳴門市の特色ある文化を更に広げ、深めていくことにより、市民一

人ひとりの幸福につながる、豊かで活力のある文化のまちづくりを目指すため、

この条例を制定する。  

 

（目的）  

第１条 この条例は、鳴門市の文化のまちづくり（以下「文化のまちづくり」と

いう。）を推進するに当たっての基本理念を定め、市の責務及び市民等の役割

を明らかにするとともに、文化のまちづくりに関する施策（以下「文化施策」

という。）の基本となる事項を定めることにより、文化施策を総合的かつ計画

的に推進することで、暮らしの中で文化と創造が息づき、豊かで活力のある鳴

門市の未来を拓くことを目的とする。  

 

（基本理念）  

第２条 文化のまちづくりを推進するに当たっての基本理念は、次のとおりとす

る。  

（１）市民一人ひとりが文化の担い手であることを認識し、市民の自主性及び

創造性を最大限に尊重するものとする。  

（２）多様な文化の保護及び発展を図るものとする。  

（３）文化が経済や社会の発展に結びついていることを認識し、学術研究、産

業、観光及び社会生活等に関する活動との連携を推進するものとする。  

（４）文化活動を行う者その他広く市民の意見が反映されるように、十分配慮

するものとする。  
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（市の責務）  

第３条 市は、前条の基本理念にのっとり、鳴門市の特性に応じた文化施策を総

合的に策定するとともに、効果的に実施する責務を有する。  

２ 市は、市の実施する施策について、文化のまちづくりを図る視点を取り入れ

るよう努めるものとする。  

３ 市は、文化施策の推進に当たっては、市民並びに民間団体及び公共団体等

（以下「民間団体等」という。）の協力を求め、その有する人材、情報その他

の能力を活用するよう努めるものとする。  

 

（市民の役割）  

第４条 市民は、文化のまちづくりの担い手として自主的に文化活動を展開する

とともに、その活動を互いに尊重し、支援するよう努めるものとする。  

 

（民間団体等の役割）  

第５条 民間団体等は、市の文化施策へ積極的に参加し、及び協力し、その構成

員の文化活動を支援するとともに、自らの実践活動による文化のまちづくりに

努めるものとする。  

 

（財政上の措置）  

第６条 市は、文化施策を総合的に推進するため、必要な財政上の措置を講ずる

よう努めるものとする。  

 

（基本計画）  

第７条 市は、文化施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化のまちづく

りに関する基本計画（以下「基本計画」という。）を定めるものとする。  

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。  

（１）文化施策に関する基本的事項  

（２）前号に掲げるもののほか、文化のまちづくりに関する重要事項  

 

（担い手の育成等）  

第８条 市は、文化のまちづくりを推進するため、文化活動を担う人材及び団体

の育成を図るとともに、文化活動の成果を発表する機会を提供するものとす

る。  

 

（文化団体との協力及び連携）  

第９条 市は、文化施策の推進に際しては、市民の組織する文化団体と協力し、

及び連携するものとする。  

 

（文化鑑賞の機会の提供）  

第１０条 市は、市民の文化の向上を図るため、優れた文化を鑑賞する機会の提

供その他の必要な措置を講ずるものとする。  
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（文化的な環境の整備）  

第１１条 市は、市民が日常生活の中で等しく文化に親しみ、及びこれを創造す

ることができるような環境の整備に努めるものとする。  

２ 市は、高齢者及び障害者等が行う文化活動の充実を図るため、環境の整備及

び交流の場の提供その他必要な措置を講ずるものとする。  

３ 市は、次代を担う子どもたちの文化への関心と文化活動への参加意欲の向上

を図るため、子どもたちが優れた文化に触れる機会及び交流の場の提供その他

必要な措置を講ずるものとする。  

 

（文化施設等の整備及び充実）  

第１２条 市は、市民の文化活動の場となる文化施設等（以下「施設等」とい

う。）の整備及び充実に努めるとともに、施設等に関する情報の提供及び施設

間の連携の確保並びにその他施設等の活用を図るために必要な措置を講ずるも

のとする。  

 

（景観の保全及び創造等）  

第１３条 市は、市民が文化に親しむことのできるまちづくりを行うため、景観

の保全及び再生又は創造ができる環境の整備に努めるものとする。  

 

（成果の地域的活用）  

第１４条 市は、市民の文化活動の成果が、地域の産業、観光及び社会の発展に

結びつくように活用できる環境の整備に努めるものとする。  

 

（特色ある地域文化の創造等）  

第１５条 市は、地域の歴史や風土を反映した特色ある文化の創造及びそれによ

るまちづくりに努めるとともに、その情報を広く発信するために必要な措置を

講ずるものとする。  

 

（文化交流の促進）  

第１６条 市は、日独国際交流をはじめ国内外の文化交流を促進することによ

り、地域間の相互理解と新しい文化の創造に努めるものとする。  

 

（鳴門市文化月間）  

第１７条 市は、５月１５日からの１月間を「鳴門市文化月間」と定め、市民及

び民間団体等と協力し、及び連携して文化事業を実施するために必要な措置を

講ずるものとする。  

 

（顕彰）  

第１８条 市は、文化のまちづくり及び文化の振興に関し、功績の顕著な者又は

団体の顕彰に努めるものとする。  
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（鳴門市文化のまちづくり審議会）  

第１９条 市は、基本計画及び文化のまちづくりに関する重要事項を審議するた

め、鳴門市文化のまちづくり審議会（以下「審議会」という。）を置く。  

２ 審議会は、委員３０人以内をもって組織する。  

３ 前項の委員のほか、特別の事項を審議するため必要があるときは、審議会に

臨時委員を置くことができる。  

４ 審議会の委員及び臨時委員は、文化に造詣の深い者、文化団体の役員及び有

識者のうちから、市長が任命する。  

５ 審議会の委員の任期は、２年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。ただし、再任は妨げない。  

６ 臨時委員は、特別事項の審議が終わったときに退任する。  

 

（補則）  

第２０条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、

市長が別に定める。  

 

附 則  

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。  
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第２期鳴門市文化のまちづくり基本計画策定の経緯 

 

日時 内容 

平成３１年3月１８日 第１回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催（諮問） 

令和元年6月２４日 第２回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催 

令和元年１１月１日 第３回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催 

令和２年１月２０日 

～２月７日 
「文化芸術に関する市民アンケート調査」の実施 

令和２年１月 

～２月１４日 
鳴門市文化のまちづくり市民会議委員 公募 

令和２年６月２４日 第４回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催 

令和２年７月６日 第１回 鳴門市文化のまちづくり市民会議 開催 

令和２年９月５日 第２回 鳴門市文化のまちづくり市民会議（鳴門再発見バスツアー）開催 

令和２年１０月１６日 第３回 鳴門市文化のまちづくり市民会議 開催 

令和２年１１月１2日 第５回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催 

令和２年１２月２２日 

～令和３年１月２６日 
パブリックコメントの募集 

令和３年２月１５日 第６回 鳴門市文化のまちづくり審議会 開催（答申） 

令和３年３月 第２期鳴門市文化のまちづくり基本計画 策定 
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鳴門市文化のまちづくり審議会運営要綱 

 

（趣 旨） 

第１条 この要綱は、鳴門市文化のまちづくり審議会（以下「審議会」という。）の運営に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

 

（会長及び副会長） 

第２条 審議会に、会長１名及び副会長１名を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定め、副会長は委員のうちから会長が指名する。 

３ 会長は審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（会 議） 

第３条 審議会の会議は会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければこれを開くことができない。ただし、委任状の提出

をもって出席とみなすことができる。 

３ 会議の議決は、出席委員（前項ただし書きにより、出席とみなされた委員を除く。）の過半

数をもってこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

（関係者の出席等） 

第４条 会長は、必要があると認めるときは、関係者に対し、会議への出席を求め、説明又は資

料の提出等を求めることができる。 

 

（事務局） 

第５条 審議会の事務局は、鳴門市市民環境部文化交流推進課内に置く。 

２ 事務局長は、文化交流推進課長の職にある者を充て、審議会の事務を総理する。 

 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営等に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成１９年１１月２８日から施行する。 

２ 最初に招集される会議は、第３条に規定にかかわらず市長が招集する。 
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鳴門市文化のまちづくり審議会委員名簿 

 

番号 氏 名 所 属 等 

１ 村澤 由利子 
鳴門日独友好協会 会長 

国立大学法人鳴門教育大学名誉教授 

２ 藤村 松男 鳴門市文化協会 理事（芸能祭運営委員長） 

３ 戸田 浅夫 鳴門市美術協会 会長 

４ 濵田 淳子 

鳴門市文化協会 副会長 

公益財団法人徳島県文化振興財団 評議員 

公益社団法人日本舞踊協会徳島県支部 支部長 

５ 富永 ゆかり 鳴門市文化協会 理事（市民ギャラリー運営委員長） 

６ 鍋島 治秀 鳴門市文化協会 理事（なると市民文芸編集委員長） 

７ 檜  千尋 「あすなろバレエスタジオ」代表 

８ 冨士 都美 音楽スタジオ「あじさい elegance」代表 

９ 藤川  隆 鳴門市阿波踊振興協会 副会長 

10 藤田 米子 なるとＤｅシネマ実行委員会 事務局長 

11 山田 純子 エコクッキングナビゲーター 

12 中野 真弘 
国立大学法人徳島大学工学部建設工学科非常勤講師 

有限会社真建築都市研究室代表取締役 

13 山田 芳明 国立大学法人鳴門教育大学大学院学校研究科教授 

14 髙橋 晋一 国立大学法人徳島大学総合科学部教授 

（敬称略・順不同） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2期 鳴門市文化のまちづくり基本計画 
～文化を通して ひととまちを育む 誇れるまち なると～ 
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